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介護事業所の皆さまへ 't
う

厚生労働省

介護職員の人材確保を更に推し進め、介護現場で働く方々にとって、令和6年度に
2.5%、令和7年度に2.0%のベースアップヘとつながるよう、令和 6年6月以降、
処遇改善に係る加算の一本化と、加算率の引上げを行います。

新加算の算定要件は、①キャリアパス要件、②月額賃金改善要件、③職場環境等
要件、の3つです。令和7年度以降の新加算の完全施行までに、令和 6 年度の
スケジュールを踏まえ、計画的な準備をお願いします。 (6年度末まで経過措置期間）

令和6年5月まで 令和6年6月から ※加算率は全て
訪問介護の例
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要件を再編・統合
＆ 

加算率引上げ

22.4% 

し虞＋新加算v

令和 6 年度中の経過措置（激変緩和措置）
として、新加算V(1)"-'V(14)を設けます。

令和6年 6月から令和 6年度末までの経過措置区分とし
て、現行 3 加算の取得状況に基づく加算率を維持した上
で、今般の改定による加算率の引上げを受けることがで
きるよう、新加算V(l)"-.J V(14)を設けます。

. (加算率22.1O/orv7,6%)

〇 今般の報酬改定による加算措置の活用や、賃上げ促進税制の活用等を組み合わせることにより、令和6年
度に +2.5%、令和 7 年度に +2.0%のベースアップを実現いただくよラお願いしています。

R6年度の
加算の増力0分

R6改定まで
の加算による

賃金改善

今般の報酬改定では、処遇改善分について2年分を措置しており、令和7年度分を前倒しして賃上げい
ただくことも可能。前倒しした令和6年度の加算額の一部を、令和7年度内に繰り越して賃金改善に充てる
ことも可。

R7年度の賃上げ原資の一部を、R6年度の力D算に前倒しして措置
（前倒ししたR6年度の加算額の一部を、R7年度に繰り越し可能） 賃上げ促進税制とは・・・

● 事業者が賃上げを実施した場合に、
賃上げ額の一部を法人税などから控
除できる制度。

R6.6 R7.4 RB.4 '-----------------------------------------------�
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キャリアパス要件

I "'mは根拠規程を書面で整備の上、
全ての介護職員に周知が必要 介護職員について以下のいずれかの仕組み

を整備する。
a 経験に応じて昇給する仕組み
b 資格等に応じて昇給する仕組み
c 一定の基準に基づき定期に昇給を判定

する仕組み
介護職員について、職位、職責、職務内容

等に応じた任用等の要件を定め、それらに応じた
賃金体系を整備する。

介護職員の資質向上の目標や以下のいずれ
かに関する具体的な計画を策定し、当該計画
に係る研修の実施又は研修の機会を確保する。

a 研修機会の提供又は技術指導等の実施、
介護職員の能力評価

b 資格取得のための支援（勤務シフトの調整、
休暇の付与、費用の援助等）

経験・技能のある介護職員のうち1人以上
は、賃金改善後の賃金額が年額440万円以
上であること。

小規模事業所等で加算額全体が少額である
場合などは、適用が免除されます。

サー ビス類型ごとに一 定割合以上の介護福
祉士等を配置していること。

>
o, 
,, 

月額賃金改善要件
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新加算w相当の加算額の2分の1以上を、
月給（基本給又は決まって毎月支払われる手
当）の改善に充てる。

現在、加算による賃金改善の多くを一時金で
行っている場合は、一時金の一部を基本給・毎
月の手当に付け替える対応が必要になる場合
があります。 （賃金総額は一定のままで可）

前年度と比較して、現行のベースァップ等加
算相当の加算額の3分の2以上の新たな基
本給等の改善（月給の引上け）を行う。

新加算I r-..J Nへの移行に伴い、現行ベア加
算相当が新たに増える場合、新たに増えた加
算額の3分の2以上、基本給·毎月の手当
の新たな引上げを行う必要があります。
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職場環境等要件

6の区分ごとにそれぞれ2つ以上（生産性向上は3つ以上、うち一部は必須）取り組む。
情報公表システム等で実施した取組の内容について具体的に公表する。

6の区分ごとにそれぞれ1つ以上（生産性向上は2つ以上）取り組む。

ンr.•
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え・
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§・
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r・

※新加算(I"..JV)では、加算による賃金改善の職種間配分ルールを統一 します。
介護職員への配分を基本とし、特に経験・技能のある職員に重点的に配分することとしますが、

- 事業所内で柔軟な配分を認めます。
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〈現行〉 • - 〈一本化後〉
: 
-----------------------------------

、
＇処遇改善加算I "-,J 直 ヽ------------------------------------_, 
------------------------------------� 

！特定処遇改善加算I .. II
.'}

＇ 
ヽ------------------------------------' 

------------------------------------� 
！ベースアップ等支援加算

'}
＇ 

ヽ------------------------------------' 

R6.6 

.-----------------------------＇ ヽ

i現行の処遇改善加算 ‘‘‘
i ► ^ 
＇ 月護職員のみに配分 、9

、

ヽ., ___________________________ , 
.-----------------------------

ヽ

i現行の特定処遇改善加算
＇ 

＇ 
|►介護職員に重点配分
., ___________________________ , 
.-----------------------------

ヽ

！現行のベア加算 ‘‘‘ 
！ ► 柔軟な配分が可能 、

‘‘
ヽ

., ___________________________ , 
' ,---------------------------------..,-----------------------------. 

！現行の処遇11 ・ 直
＇ 

i キャリアパス要件1�mの特例
！ ► 任用要件・賃金体系 ！

: R6年度中は、 R6年度中 (R7.3末
！ ► 研修の実施等 |まで）に対応することの誓約で可

＇ -----------------------------1 ' 
r---------------------------; ► 申請時点で未対応でも可
t 現行の処遇I
＇ 

i► R6.4rv5 (一本化施行前）も＇ 
！ ► 昇給の仕組み i 同様に誓約で可＇ ----------------------------"----------------------------------r----------------------------、

ヽ

！現行の特定II ',, 
i ► 改善後の賃金額の水準 、、ヽ

＇ ·-----------------------------''
r-----------------------------� 
l 現行の特定I ',,, 
| ► 介護福祉士の配置等 、

‘‘

•------------------------、_____,,

既に加算を一定程度月額で配分
している事業所は対応不要

R7.4 
..... ... .. . ... ..... 

------------------------------------

R6.4以降、 職種間配分ルールが
緩和されるため、 加算全体を事業
所内で柔軟に配分することが可能

f·
．
し
f・
ヽ

· ·

"
·

 

••
 
-
•

 

.. -----------------------------------

対応が必要な要件は事業所によって異なりますが、キャリアパス要件Irvm、
月額賃金改善要件Iは、加算を算定する全ての事業所に関係します。
各事業所で必要な対応・スケジュールは 労省HPへ。厚 6



（参考1)新加算への移行の例 ※加算率は全て
訪問介護の例

例①：キャリアバス要件や職種閻配分ルールがネックとなっているケース

処遇改善加算

特定処遇改善加算

ベア加算

ill(S.5%) ・ キャリアパス要件I�illの特例を活用
（処遇 I 相当）

なし 1 ・ 職種間配分ル ー ルの改正で上位移行が
可能に（特定Il相当）

あり(2.4%) 、 I . 加算率引上げ

新加算II
(22.4%) 

例②：ベースアッフ
゜

等支援加算を取得していない事業所のケース

処遇改善加算

特定処遇改善加算

ベア加算

I (13.7%) 

Il(4.2%) 
' "

なし

• この機会に現行のベア加算を新規算定

・ 加算率引上げ
新加算II
(22.4%) 

（参考2)新加算等の申請等に係る提出物の提出期限一覧

計画書

体制届出
（体制等

状況一覧表）

4月15日
※事業者等が、 令和6年6月15日までに計画の変更を届け出た場合には、 受け付けること。
※補助金についても基本的に同様（ただし、 提出期限は各都道府県において設定）。

現行3加算(4月・5月分）は、 原則4月1日
※指定権者において、 4月15日まで延長可。また、 期日を4月 1日とする場合も、 4月15
日までは変更を受け付けること。
※6月以降分（新加算）についても、 4月分の体制届出と同じタイミング(4月1日 "'-J 4月
15日）で届出可能。

新加算 (6 月以降分）は5月 15 日（居宅系）又は 6 月 1 日（施設系）

※ただし、 期日までに提出した届出の内容についても、 6月15日までは変更可能。

（参考3)サー ビス類型ごとの加算率一覧

新加算I 124.5% 110.0% I 9:2% I 8.6% 112.8% 118.1% 114.9% 118.6% 114.0% I 7.5% I 5.1%

新加算lI 122.4%1 9.4% I 9.0% I 8.3% l12.2%l17.4%ll4.6%ll7.8°/ol13.6%1 7.1% I 4.7%

新加算m 118.2% I 7.9% I 8.0% へ I 6.6% 111.0% 115.0% 113.4% 115.5% 111.3% I 5.4% I 3.6%

新加算JV 114.5% I 6.3% I 6.4% I 5.3% I 8.8% 112.2% I 10.6% 112.5% I 9.0% I 4.4% I 2.9%

※上記のほかに、 現行3加算の加算率に今般の改定による加算率の引上げ分を上乗せした新加算V (1)"'-.J(14)を用意。

お問い合わせ先 厚生労働省相談窓口
（加算の一本化） 電話番号： 050-3733-0222 

受付時間： 9:00r-...J18:00 (土日含む）24 

計画書の様式や
各種の参考資料は
厚労省HPに掲載
（順次更新）⇒ 7



令
和

6
年

6
月

か
ら

の
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

に
つ

い
て

1
■
 

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
の

基
本

的
な

考
え

方
（

通
知

(
※

1
)

抜
粋

）
0

令
和

6
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

お
い

て
は

、
①

事
業

者
の

賃
金

改
善

や
申

請
に

係
る

事
務

負
担

を
軽

減
す

る
観

点
、

②
利

用
者

に
と

っ
て

分
か

り
や

す
い

制
度

と
し

、利
用

者
負

担
の

理
解

を
得

や
す

く
す

る
観

点
、

③
事

業
所

全
体

と
し

て
、

柔
軟

な
事

業
運

営
を

可
能

と
す

る
観

点
か

ら
、

処
遇

改
善

に
係

る
加

算
が

一
本

化
。

0
具

体
的

に
は

、
介

護
職

員
処

遇
改

善
加

算
（

以
下

「
旧

処
遇

改
善

加
算

」
と

い
う

。）
、

介
護

職
員

等
特

定
処

遇
改

善
加

算
（

以
下

「
旧

特
定

加
算

」
と

い
う

。）
及

び
介

護
職

員
等

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
支

援
加

算
（

以
下

「
1日

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
」

と
い

う
。以

下
、

旧
処

遇
改

善
加

算
、

旧
特

定
加

算
、

旧
ベ

ー
ス

ァ
ッ

プ
等

加
算

を
合

わ
せ

て
「

旧
3

加
算

」
と

い
う

。）
の

各
区

分
の

要
件

及
び

加
算

率
を

組
み

合
わ

せ
る

形
で

、
令

和
6

年
6

月
か

ら
「

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
」

（
以

下
「

新
加

算
」

と
い

う
。）

ヘ
一

本
化

。

0
令

和
6

年
度

介
護

報
酬

改
定

に
お

け
る

介
護

職
員

の
処

遇
改

善
分

の
改

定
率

+
O.

98
%

を
活

用
し

、
新

加
算

の
加

算
率

の
引

上
げ

を
行

う
と

と
も

に
、

介
護

現
場

で
働

く
方

々
に

と
っ

て
、

令
和

6
年

度
に

2
.5

%
、

令
和

7
年

度
に

2
.0

%
の

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

ヘ
と

つ
な

が
る

よ
う

、
配

分
方

法
に

つ
い

て
工

夫
。

0
事

業
者

の
負

担
軽

減
及

び
一

本
化

の
施

策
効

果
を

早
期

に
波

及
さ

せ
る

観
点

か
ら

、
令

和
6

年
4

月
及

び
5

月
の

間
に

限
り

、
旧

3
加

算
の

要
件

の
一

部
を

新
加

算
と

同
程

度
に

緩
和

す
る

こ
と

と
し

、
令

和
6

年
4

月
及

び
5

月
分

の
旧

3
加

算
と

令
和

6
年

度
の

新
加

算
の

処
遇

改
善

計
画

書
及

び
実

績
報

告
書

を
そ

れ
ぞ

れ
一

体
の

様
式

へ
。

〇
併

せ
て

、
新

加
算

の
施

行
に

当
た

っ
て

は
、

賃
金

規
程

の
見

直
し

等
の

事
業

者
の

事
務

負
担

に
配

慮
し

、
令

和
6

年
度

中
は

経
過

措
置

期
間

あ
り

。

0
具

体
的

に
は

、
月

額
賃

金
改

善
要

件
I

と
、

職
場

環
境

等
要

件
の

見
直

し
に

つ
い

て
は

、
令

和
6

年
度

中
は

適
用

を
猶

予
。

0
ま

た
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
か

ら
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
I[[

ま
で

に
つ

い
て

も
、

令
和

6
年

度
中

に
賃

金
体

系
等

を
整

備
す

る
こ

と
を

誓
約

し
た

場
合

に
限

り
、

令
和

6
年

度
当

初
か

ら
要

件
を

満
た

す
こ

と
が

可
能

。

0
さ

ら
に

、
一

本
化

施
行

前
の

令
和

6
年

5
月

3
1日

時
点

で
旧

3
加

算
の

全
部

又
は

一

部
を

算
定

し
て

い
る

場
合

に
は

、
旧

3
加

算
の

算
定

状
況

に
応

じ
た

経
過

措
置

区
分

と
し

て
、

令
和

6
年

度
末

ま
で

の
間

、
そ

れ
ぞ

れ
新

加
算

V
(1

),...,_,
(14

)を
算

定
で

き
る

。

(※
1

)
…

「
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

加
算

等
に

関
す

る
基

本
的

考
え

方
並

び
に

事
務

処
理

手
順

及
び

様
式

例
の

提
示

に
つ

い
て

（
令

和
6

年
3

月
1

5
日

老
発

0 
3

 1 
5

第
2

号
厚

生
労

働
省

老
健

局
長

通
知）

」
。

8



令
和

6
年

6
月

か
ら

の
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

に
つ

い
て

（令
和

6
年

度
中

の
加

算
V

の
要

件
に

つ
い

て
は

、
※

1
の

通
知

別
紙

1
を

参
照

く
だ

さ
い

。
）

(※
1

)…
「

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
等

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

並
び

に
事

務
処

理
手

順
及

び
様

式
例

の
提

示
に

つ
い

て
（

令和
6

年
3

月
1

5
日

老
発

0
3

 1
 5

第
2

号
厚

生労
働

省
老

健
局

長
通

知
）

」
(※

2
)…

「
「

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
等

に
関

す
る

Q
&

A
(第

1
版

）
」

の
送

付
に

つ
い

て
（

令和
6

年
3

月
1

5日
事

務
連

絡
）

」

2
. 

算
定

要
件

（
朱

文
字

は
、令

和
6

年
度

の
取

扱
い

）

通
知

(※
1

)

芯
j;

ド
四

界
贔

畠
信

盟
詞

嘉
際

に
お

け
る

職
位

、
職

責
、

職
務

内
容

等
に

応
じ

た
任

用
等

の
要

件
（

介
護

I 
職

員
の

賃
金

に
関

す
る

も
の

を
含

む
。

）
を

定
め

て
い

る
こ

と
。

2
. 

1
に

掲
げ

る
職

位
、

職
責

、
職

務
内

容
等

に
応

じ
た

賃
金

体
系

（
一

時
金

等
の

臨
時

的
に

支
払

わ
れ

る
も

の
を

除
く

。
）

に
つ

い
て

定
め

て
い

る
こ

と
。

3
. 

1
及

び
2

の
内

容
に

つ
い

て
就

業
規

則
等

の
明

確
な

根
拠

規
程

を
書

面
で

整
備

し
、

全
て

の
介

護
職

員
に

周
知

し
て

い
る

こ
と

。

QA
 (

※
2

) 

問
4

�
1-
-

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
で

「
就

業
規

則
等

の
明

確
な

根
拠

規
定

を
書

面
で

整
備

」と
あ

る
が

、こ
の

「
等

」と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
の

か
。

（
答

）
・

法
人

全
体

の
取

扱
要

領
や

労
働

基
準

法
上

の
就

業
規

則
作

成
義

務
の

な
い

事
業

場
（

常
時

雇
用

す
る

者
が

1
0

人
未

満
）

に
お

け
る

内
規

等
を

想
定

し
て

い
る

。
• 

な
お

、
令

和
6

年
度

の
処

遇
改

善
計

画
書

等
の

様
式

の
中

で
、

別
紙

様
式

7
の

参
考

2
と

し
て

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
や

賃
金

規
程

の
モ

デ
ル

例
を

掲
載

し
て

い
る

た
め

、
就

業
規

則
作

成
義

務
の

な
い

事
業

場
に

お
い

て
は

特
に

参
考

に
さ

れ
た

い
。

※
常

時
雇

用
す

る
者

の
数

が
1

0人
未満

の
事

業
所

等
な

ど
、労

働法
規

上
の

就
業

規
則

の
作

成
義

務
が

な
い

事
業

所
等

に
お

い
て

は
、

就
業

規
則

の
代

わ
り

に
内

規
等

の
整

備
・

周
知

に
よ

り
上

記
3

の
要

件
を

満
た

すこ
と

と
問

4
-

6
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
m

と
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
I

と
の

具
体

的
な

違
い

如
何

。
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
（

答
）

※
令

租
6年

度
,�

砂
処

遇
改

善
計

画書ーに
お

い
て

令肛
げ

年
3月

ー末
ま

芍
こ

上記
1

及
びE.2.Q2

定
め

の
整

備
• 

を
，，

―
―

こ
と

を
誓

，、
れ

"
,0...

 
6

'
I

 
か

ら
キ

リア
パ

ス
1を

た
も

の
と

し
て

L 
キ

ャ
）

ア
パ

ス
要

件
I

に
つ

い
て

は
、

職
位

・
職

責
・

職
務

内
容

等
に

応
じ

た
任

用
要

件
と

賃
金

ても
差

し
支

え
な

い
。

つ
体

系
を

整
備

す
る

こ
と

を
要

件
と

し
て

い
る

が
、

昇
給

に
関

す
る

内
容

を
含

め
る

こ
と

ま
で

は
求

め
た

だ
し

、
必

ず
令

和
7年

3月
末

ま
で

に
当

該
定

め
の

整
備

を
行

い
、実

績報
告

書
に

お
い

て
そ

の
旨

を
報

告
て

い
な

い
も

の
で

あ
る

。
一

方
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

皿
に

お
い

て
は

、
経

験
、

資
格

又
は

評
価

に
す

る
こ

と
。

基
づ

く
昇

給
の

仕
組

み
を

設
け

る
こ

と
を

要
件

と
し

て
い

る
。

9



キ
ャ

リ
ア

I次
の

1及
び

2
を

満
た

す
こ

と
。

パ
ス

要
件

1 
. 

介
護

職
員

の
職

務
内

容
等

を
踏

ま
え

、
介

護
職

員
と

意
見

を
交

換
し

な
が

ら
、

資
質

向
上

の
目

標
II

 
及

び
a

又は
b

に
掲

げ
る

事
項

に
関

す
る

具
体

的
な

計
画

を
策

定
し

、
当

該
計

画
に

係
る

研
修

の
実

施
又

は
研

修
の

機
会

を
確

保
し

て
い

る
こ

と
。

a
資

質
向

上
の

た
め

の
計

画
に

沿
っ

て
、

研
修

機
会

の
提

供
又

は
技

術
指

導
等

(
OJ

T、
OF

F-
JT

等
）

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

介
護

職
員

の
能

力
評

価
を

行
う

こ
と

。
b

資
格

取
得

の
た

め
の

支
援

（
研

修
受

講
の

た
め

の
勤

務
シ

フ
ト

の
調

整
、

休
暇

の
付

与
、

費
用

、
（

交
通

費
、

受
講

料
等

）
の

援
助

等
）

を
実

施
す

る
こ

と
。

2
. 

1に
つ

い
て

、
全

て
の

介
護

職
員

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
。

問
4

-
2

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

11
で

「
介

護
職

員
と

意
見

を
交

換
し

な
が

ら
」と

あ
る

が
、

ど
の

よ
う

な
手

法
が

考
え

ら
れ

る
か

。
（答

）
・

様
々

な
方

法
に

よ
り

、
可

能
な

限
り

多
く

の
介

護
職

員
の

意
見

を
聴

く
機

会
（

例
え

ば
、

対
面

に
加

え
、

労
働

組
合

が
あ

る
場

合
に

は
労

働
組

合
と

の
意

見
交

換
の

ほ
か

、
メ

ー
ル

等
に

よ
る

意
見

募
集

を
行

う
等

）
を

設
け

る
よ

う
に

配
慮

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

問
4

-
3

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

Il
の

「
資

質
向

上
の

た
め

の
目

標
」

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
の

か
。

（
答

）
※

令
和_6

年
度

に
限

リ
こ

処
遇

改
善

計
画

書
lこお

い
て

令
＿和

_7
X

3 _月
末

ま
で

に
上

記
U

狐十
画

安
策

定
し人

研
・

「資
質

向
上

の
た

め
の

目
標

」
に

つ
い

て
は

、
事

業
者

に
お

い
て

、
運

営
状

況
や

介
護

職
員

の
キ

ャ
修

g漠
：施

又
は

研
修

猜息
会

の
確

保
を行

う
こ

と
を

誓
約

lj:_
れ

ば
、令

和
6

年
度

当
初

か
ら

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

［ー
リ

ア
志

向
等

を
踏

ま
え

適
切

に
設

定
さ

れ
た

い
。

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
I 

続
き

を
満

た
す

も
の

と
し

〖
取

り
扱

っ
て

も
差

し
支

え
な

い
。

＿
た

だ
し

、ハ
'A-.

7 
3 

ま
で

に
‘

宙
宕

百
の

r'-,
ん

を
ノ―

い
,, 主

牛
剛

こお
い

て
そ

の
t::::,

を
告

支
る

こ
と

。一
• 

な
お

、
例

示
す

る
と

す
れ

ば
次

の
よ

う
な

も
の

が
考

え
ら

れ
る

。
①

 利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
良

質
な

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
に

、
介

護
職

員
が

技
術

・能
力

（
例

：
介

護
技

術
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
、

協
調

性
、

問
題

解
決

能
力

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
等

）
の

向
上

に
努

め
る

こ
と

②
 事

業
所

全
体

で
の

資
格

等
（

例
：

介
護

福
祉

士
、

介
護

職
員

基
礎

研
修

、
訪

問
介

護
員

研
修

等
）

の
取

得
率

の
向

上

問
4

-
4

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

11
の

「
具

体
的

取
り

組
み

」
と

し
て

、
「

資
質

向
上

の
た

め
の

計
画

に
沿

っ
て

、
研

修
機

会
の

提
供

又
は

技
術

指
導

等
を

実
施

(
OJ

T、
OF

F-
JT

等
）す

る
と

と
も

に
、

介
護

職
員

の
能

力
評

価
を

行
う

こ
と

」
と

あ
る

が
、

そ
の

う
ち

「
資

質
向

上
の

た
め

の
計

画
」

と
は

ど
の

よ
う

な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
の

か
。

（答
）

・
「

資
質

向
上

の
た

め
の

計
画

」
に

つ
い

て
は

、
特

に
様

式
や

基
準

等
を

設
け

て
お

ら
ず

、
事

業
者

の
運

営
方

針
や

事
業

者
が

求
め

る
介

護
職

員
像

及
び

介
護

職
員

の
キ

ャ
リ

ア
志

向
に

応
じ

て
適

切
に

設
定

さ
れ

た
い

。
ま

た
、

計
画

期
間

等
の

定
め

は
設

け
て

お
ら

ず
、

必
ず

し
も

賃
金

改
善

実
施

期
間

と
合

致
し

て
い

な
く

と
も

よ
い

。
• 

そ
の

運
用

に
つ

い
て

は
適

切
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

無
理

な
計

画
を

立
て

て
、

か
え

っ
て

業
務

の
妨

げ
に

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

さ
れ

た
い

。
・

例
示

す
る

と
す

れ
ば

次
の

よ
う

な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
が

、
こ

れ
に

捉
わ

れ
ず

、
様

々
な

計
画

の
策

定
を

し
て

い
た

だ
き

、
介

護
職

員
の

資
質

向
上

に
努

め
ら

れ
た

い
。

研
修

計
薗

日
常

業
務

の
中

で
の

技
欝指

導
｀業

務
に

対
す

る
相

談
を

実施
す

る
，9

問
4

-
5

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

11
の

「
介

護
職

員
の

能
力

評
価

」
と

は
、

ど
の

よ
う

な
も

の
が

考
え

ら
れ

る
の

か
。

（
答

）
・

個
別

面
談

等
を

通
し

て
、

例
え

ば
、

職
員

の
自

己
評

価
に

対
し

、
先

輩
職

員
・サ

ー
ビ

ス
担

当
責

任
者

・
ユニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

・
管理

者
等

が
評

価
を

行
う

手
法

が
考

え
ら

れ
る

。
•

な
お

、
こ

う
し

た
機

会
を

適
切

に
設

け
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

必
ず

し
も

全
て

の
介

護
職

員
に

対
し

て
評

価
を

行
う

必
要

は
な

い
が

、
介

護
職

員
が

業
務

や
能

力
に

対
す

る
自

己
認

識
を

し
、

そ
の

認
識

が
＂事

業
者

全
体

の
方

向
性

の
中

で
ど

の
よ

う
に

認
め

ら
れ

て
い

る
の

か
を

確
認

し
あ

う
こ

と
は

重
要

で
あ

り
、

趣
旨

を
踏

ま
え

適
切

に
運

用
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
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キ
ャ

リ
ア

次
の

1
及

び
2

を
満

た
す

こ
と

。
問

4
-

6
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
III

と
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
I

と
の

具
体

的
な

違
い

如
何

。
【再

掲
】

パ
ス

要
件

1
介

護
職

員
に

つ
い

て
、

経
験

若
し

く
は

資
格

等
に

応
じ

て
昇

給
す

る
仕

組
み

又
は

一
定

の
基

準
に

m
 

基
づ

き定
期

に
昇

給
を

判
定

す
る

仕
組

み
を

設
け

て
い

る
こ

と
。具

体
的

に
は

、
次

の
a

か
ら

C
（答

）
・

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
に

つ
い

て
は

、
職

位
・

職
責

・
職

務
内

容
等

に
応

じ
た

任
用

要
件

と
賃

金
体

系
を

整
備

す
る

こ
と

を
要

件
と

し
て

い
る

が
、

昇
給

に
関

す
る

内
容

を
含

め
る

こ
と

ま
で

は
求

め
て

い
な

い
も

の
で

あ
る

。

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

m
 

続
き

ま
で

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

仕
組

み
で

あ
る

こ
と

。
a

経
験

に
応

じ
て

昇
給

す
る

仕
組

み
「勤

続
年数

」
や

「
経

験
年

数
」

な
ど

に
応

じ
て

昇
給

す
る

仕
組

み
で

あ
る

こ
と

。
b

資
格

等
に

応
じ

て
昇

給
す

る
仕

組
み

一
方

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
III

に
お

い
て

は
、

経
験

、
資

格
又

は
評

価
に

基
づ

く
昇

給
の

仕
組

み
を

設
け

る
こ

と
を

要
件

と
し

て
い

る
。

介
護

福
祉

士
等

の
資

格
の

取
得

や
実

務
者

研
修

等
の

修
了

状
況

に
応

じ
て

昇
給

す
る

仕
組

み
で

あ
る

こ
と

。た
だ

し
、

別
法

人
等

で
介

護
福

祉
士

資
格

を
取

得
し

た
上

で
当

該
事

業
者

や
法

人
で

就
問

4
-

7
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
m

の
昇

給
の

方
式

に
つ

い
て

は
、

手
当

や
賞

与
に

よ
る

も
の

で
も

よ
業

す
る

者
に

つ
い

て
も

昇
給

が
図

ら
れ

る
仕

組
み

で
あ

る
こ

と
を

要
す

る
。

い
か

。
C

一
定

の
基

準
に

基
づ

き定
期

に
昇

給
を

判
定

す
る

仕
組

み
＇ 

（答
）

「
実

技
試

験
」

や
「

人
事

評
価

」
な

ど
の

結
果

に
基

づ
き昇

給
す

る
仕

組
み

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
m

を
満

た
す

た
め

の
昇

給
の

方
式

は
、

基
本

給
に

よ
る

賃
金

改
善

が
望

ま
し

い
し

、
客

観
的

な
評

価
基

準
や

昇
給

条
件

が
明

文
化

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
す

る
。

が
、

基
本

給
、

手
当

、
賞

与
等

を
問

わ
な

い
。

2
 1

の
内

容
に

つ
い

て
、

就
業

規
則

等
の

明
確

な
根

拠
規

程
を

書
面

で
整

備
し

、
全

て
の

介
護

職
員

に
周

知
し

て
い

る
こ

と
。

※
常

時
雇

用
す

る
者

の
数

が
1

0人
未

満
の

事
業

所
等

な
ど

、
労

働
法

規
上

の
就

業
規

則
の

作
成

義
務

が
な

い
事

業
所

等
に

お
い

て
は

、
就

業
規

則
の

代
わ

り
に

内
規

等
の

整
備

・周
知

に
よ

り
上

記
二

の
要

件
を

満
た

す
'-

と
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

※
......

 
6 

こ
し

几‘
華

吾百
事

こ
お

\
......

 
7 

ま
、‘こ

上
吾

ー
の

，
の

整
備

を
行

うこ
と

を
星総

万
れ

ば
、令

和
6

年
度

当
初

か
ら

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

皿
を

満
た

す
も

の
と

し
LC

取
り

扱
っ

て
も

差
区

支
え

な
い

。 一
た

ど
し

，
',

'
,,C,.. 

7 
3 

ま
で

に
｀

＇
苛

，
，

の
眩

を
ー

ぃ
，,""-

牛
剛

こお
い

て
そ

の
=

を
報

告
す

る
こ

と
。一

問
4

-
8

非
常

勤
職

員
や

派
遣

職
員

は
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
m

に
よ

る
昇

給
の

仕
組

み
の

対
象

と
な

る
か

。
（答

）
・

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

m
に

よ
る

昇
給

の
仕

組
み

に
つ

い
て

は
、

非
常

勤
職

員
を

含
め

、
当

該
事

業
所

や
法

人
に

雇
用

さ
れ

る
全

て
の

介
護

職
員

が
対

象
と

な
り

得
る

も
の

で
あ

る
必

要
が

あ
る

。
•

ま
た

、
介

護
職

員
で

あ
れ

ば
、

派
遣

労
働

者
で

あ
っ

て
も

、
派

遣
元

と
相

談
の

上
、

新
加

算
等

の
対

象
と

し
、

派
遣

料
金

の
値

上
げ

分
等

に
充

て
る

こ
と

は
可

能
で

あ
り

、
こ

の
場

合
、

計
画

書
・

実
績

報
告

書
は

、
派

遣
労

働
者

を
含

め
て

作
成

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
m

を
満

た
す

必
要

が
あ

る
場

合
で

あ
っ

て
、

派
遣

労
働

者
を

新
加

算
等

の
対

象
と

す
る

場
合

に
は

、
当

該
派

遣
職

員
に

つ
い

て
もキ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
m

に
該

当
す

る
昇

給
の

仕
組

み
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

要
す

る
。

問
4

-
9

「一
定

の
基

準
に

基
づ

き定
期

に
昇

給
を

判
定

す
る

仕
組

み
」

と
あ

る
が

、
一

定
の

基
準

と
は

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
内

容
を

指
す

の
か

。
（答

）
．

昇
給

の
判

定
基

準
に

つ
い

て
は、

客
観

的
な

評
価

基
準

や
昇

給
条

件
が

明
文

化
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
要

す
る

。
ま

た
、

判
定

の
時

期
に

つ
い

て
は

、
事

業
所

の
規

模
や

経
営

状
況

に
応

じ
て

設
定

し
て

差
し

支
え

な
い

が
、

明
文

化
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

問
4

-
10

新
加

算
の

算
定

の
た

め
就

業
規

則
等

の
変

更
を

行
う

際
、

役
員

会
等

の
承

認
を

要
す

る
が

、
当

該
承

認
が

計
画

書
の

提
出

期
限

の
令

和
6

年4
月

15
日

ま
で

に
間

に
合

わ
な

い
場

合
、

新
加

算
を

算
定

で
き

な
い

の
か

。
（答

）
・

処
遇

改
善

計
画

書
（

別
紙

様
式

2
:.....

7
2 

(3
)

)
に

記
載

す
る

就
業

規
則

等
の

内
容

に
つ

い
て

、
令

和
6

年4
月

1
5日

の
提

出
期

限
ま

で
に

内
容

が
確

定
し

て
い

な
い

場
合

に
は

、
そ

の
時

点
で

の
暫

定
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
と

し
て

よ
い

。そ
の

後
、

内
容

に
変

更
が

生
じ

、
処

遇
改

善
計

画
書

に
記

載
の

内
容

の
修

正
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

に
は

、
適

宜
、

処
遇

改
善

計
画

書
の

変
更

を
届

け
出

る
こ

と
。
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キ
ャ

リ
ア

1経
験

・

技
能

の
あ

る
介

護
職

員
の

う
ち

1
人

以
上

は
、

賃
金

改
善

後
の

賃
金

の
見

込
額

（
新

加算
等

を
問

5
-

1
令

和
7

年
度

以
降

月
額

8
万

円
以

上
の

要
件

が
削

除
さ

れ
た

の
は

な
ぜ

か
。令

和
6

年
6

パ
ス

要
件

算
定

し
実

施
さ

れ
る

賃
金

改
善

の
見

込
額

を含
む

。
）

が
年

額
44

0
万円

以
上

で
あ

る
こ

と
（

新
加算

月
か

ら
令

和
7

年
3

月
ま

で
は

ど
の

よ
う

に
考

え
れ

ば
よ

い
か

。
w

 
等

に
よ

る
賃

金
改

善
以

前
の

賃
金

が
年

額
44

0
万

円
以

上
で

あ
る

者
を除

く
。

）
。

（
答

）
た

だ
し

、
以

下
の

場
合

な
ど

、
例

外
的

に
当

該
賃

金
改

善
が

困
難

な
場

合
で

あ
っ

て
、

合
理

的
な

説
・

旧
3

加算
の

一

本
化

に
よ

り
、

旧
特

定
加算

が
廃

止
さ

れ
る

こ
と

に
伴

い
、

旧
特

定
加算

に
よ

る
賃

明
が

あ
る

場
合

は
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

金
改

善
額

が
月

額
8

万
円

以
上

と
い

う
従

前
の

要
件

の
継

続
が

難
し

く
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
令

和
7

年
・

小
規

模
事

業
所

等
で

加算
額

全
体

が
少

額
で

あ
る

場
合

度
以

降
、

月
額

8
万

円
以

上
の

要
件

に
つ

い
て

廃
止

す
る

こ
と

と
し

た
も

の
で

あ
る

。
・

職
員

全
体

の
賃

金
水

準
が

低
い

事
業

所
な

ど
で

、
直

ち
に

一

人
の

賃
金

を
引

き
上

げ
る

こ
と

が
困

難
・

た
だ

し
、

激
変

緩
和

措
置

と
し

て
、

令
和

6
年

度
に

限
り

、
旧

特
定

加算
相

当
の

加算
額

を用
い

て
な

場
合

月
額

8
万

円
以

上
の

改
善

を行
っ

て
い

れ
ば

よ
い

こ
と

と
し

て
い

る
。

そ
の

際
、

「
旧

特
定

加算
相

当
※

令
和

6
年

度
中

は
9

騎
改

善
後

の
賃

金
の

見
込

額
が

年
額

』
:40

万
円

以
上

の
職

員
の

代
わ

山
込

ー
の

加算
額

」に
つ

い
て

は
、

例
え

ば
、

令
和

6
年

6
月

以
降

、
新

加算
I

を算
定

す
る

場
合

で
あ

れ
新

加
算

の
加

算
額

の
ーう

ち
旧

特定
加

算
に

相
当

＿
す

る
部

分
に

よー
る

賃
盃

改
善

額
ぬ

旧
額

乎
均

ー8
万

円
ば

、
6

月
以

降
も

旧
特

定
加算

I
を算

定
し

続
け

た
場

合
に

見
込

ま
れ

る
加算

額
を用

い
る

等
の

適
当

ィ手
金

華
其

叫
こ お

け
る

\'
J;;;

と
す

る
じ

上
の

‘
＝

を詈
く

こ
と

に
よ

り
上

号
の

な
方

法
で

推
計

し
て

差
し

支
え

な
い

。
麟

た
す

こ
と

と
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
問

5
-2

-1
新

加算
等

に
よ

る
賃

金
改

善
後

の
年

収
が

44
0万

円
以

上
（

令
和

6
年

度
に

あ
っ

て
は

旧
特

定
加算

相
当

に
よ

る
賃

金
改

善
の

見
込

額
が

月
額

8
万

円
以

上
と

な
る

場
合

を
含

む。
以

下
同

じ
。）

か
を

判
断

す
る

に
あ

た
っ

て
の

賃
金

に
含

め
る

範
囲

は
ど

こ
ま

で
か

。
（

答）
．

・
「

処
遇

改
善

後
の

賃
金

が
役

職
者

を除
く

全
産

業
平

均
賃

金
(

44
0

万
円

）
以

上
」

の
処

遇
改

善
と

な
る

者
に

係
る

処
遇

改
善

後
の

賃
金

額
に

つ
い

て
は

、
手

当
等

を含
め

て
判

断
す

る
こ

と
と

な
る

。
な

お
、

処
遇

改
善

後
の

賃
金

「
44

0
万

円
」

に
つ

い
て

は
、社

会
保

険
料

等
の

事
業

主
負

担
そ

の
他

の
法

定
福

利
費

等
は含

め
ず

に
判

断
す

る
。

問
5

-2
-2

新
加算

等
に

つ
い

て
は、

法
人

単
位

の
申

請
が

可
能

と
さ

れ
て

い
る

が
、キ

ャリ
ア

パ
ス

要
件

JV
に

つ
い

て
も

法
人

単
位

で
の

取
扱

い
が

認
め

ら
れ

る
の

か
。

（
答

）
・

貴
見

の
と

お
り

。
法

人
単

位
で

申
請

を行
う

場
合

、
月

額
8

万
円

又
は

年
額

4
40

万
円

の
要

件
を

満
た

す
者

の
設

定
・

確
保

を行
う

場
合

、
法

人
全

体
で

、
一

括
し

て
申

請
す

る
事

業
所

の
数

以
上

、
要

件
を満

た
す

職
員

が
設

定
さ

れ
て

い
れ

ば
よ

い
。

例
え

ば
、

5
事

業
所

に
つ

い
て

一

括
し

て
申

請
す

る
場

合
、

5
事

業
所

の
そ

れ
ぞ

れ
に

要
件

を満
た

す
職

員
を配

置す
る

必
要

は
な

く
、

全
体

で
5

人
以

上
要

件
を満

た
す

職
員

が
在

籍
し

て
い

れ
ば

よ
い

。
• 

そ
の

際
、

一

括
し

て
申

請
す

る
事

業
所

の
中

に
、

設
定

す
る

こ
と

が
困

難
な

事
業

所
が含

ま
れ

る
場

合
は

、
処

遇
改

善
計

画
書

に
そ

の
合

理
的

理
由

を記
載す

る
こ

と
に

よ
り

、
設

定
の

人
数

か
ら除

く
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

問
5

�
2

-3
キ

ャリ
ア

パ
ス

要
件

W
を満

た
す

職
員

は
、経

験
・技

能
の

あ
る

介
護

職
員

で
あ

る
必

要
は

あ
る

か
。

（
答

）
・

貴
見

の
と

お
り

。
経

験
・

技
能

の
あ

る
介

護
職

員
に

つ
い

て
は

、
勤

続
年

数
1

0
年

以
上

の
介

護
福

祉
士

を基
本と

し
つ

つ
、

各
事

業
所

の
裁

量
に

お
い

て
設

定
が

可
能

で
あ

る
。

例
え

ば
、

小
規

模
の

事
業

所
で

あ
っ

て
、

介
護

福
祉

士
の

資
格

を有
する

者
が

い
な

い
場

合
に

は
、

介
護

福
祉

士
の

資
格

を有

12



キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

IV
 

続
き

さ
な

い
者

を
「

経
験

・
技

能
の

あ
る

介
護

職
員

」
と

し
て

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

IV
を

満
た

す
職

員
に

計
上

し
て

差
し

支
え

な
い

。
•

な
お

、
「勤

続
10

年
の

考
え

方
」

に
つ

い
て

は
、

ー
勤

続
年

数
を

計
算

す
る

に
あ

た
り

、
同

一

法
人

の
み

だ
け

で
な

く
、

他
法

人
や

医
療

機
関

等
で

の
経

験
等

も
通

算
す

る
ー

す
で

に
事

業
所

内
で

設
け

ら
れ

て
い

る
能

力
評

価
や

等
級

シ
ス

テ
ム

を
活

用
す

る
な

ど
、

10
年

以
上

の
勤

続
年

数
を

有
し

な
い

者
で

あ
っ

て
も

業
務

や
技

能
等

を
勘

案
し

て
対

象
と

す
る

な
ど

、
各

事
業

所
の

裁
量

に
よ

り
柔

軟
に

設
定

可
能

で
あ

る
。

問
5

-
2

-
4

「年
額

44
0

万
円

以
上

」
の

改
善

の
対

象
と

し
、

賃
金

改
善

を
行

っ
て

い
た

経
験

・
技

能
の

あ
る

介
護

職
員

が
、

年
度

の
途

中
で

退
職

し
た

場
合

に
は

、
改

め
て

別
の

職
員

に
つ

い
て

、
「年

額
44

0
万

円
以

上
」

の
改

善
を

行
わ

な
く

て
は

な
ら

な
い

か
。

（答
）

•
新

加
算

の
配

分
に

当
た

っ
て

は
、

賃
金

改
善

実
施

期
間

に
お

い
て

、
経

験
・

技
能

の
あ

る
介

護
職

員
の

う
ち

、
年

収
44

0
万

円
と

な
る

者
を

1
人

以
上

設
定

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

が
、

予
定

し
て

い
た

者
が

、
賃

金
改

善
実

施
期

間
に

退
職

し
た

場
合

等
に

お
い

て
は

、
指

定
権

者
に

合
理

的
な

理
由

を
説

明
す

る
こ

と
に

よ
り

、
算

定
要

件
を

満
た

し
た

も
の

と
扱

う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

問
5

-
3

介
護

給
付

の
サ

ー

ビ
ス

と
介

護
予

防
・

日
常

生
活

支
援

総
合

事
業

を
一

体
的

に
運

営
し

て
い

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
新

加
算

等
に

よ
る

賃
金

改
善

後
の

年
収

が
44

0
万

円
以

上
と

な
る

者
を

2
人

設
定

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
。

（答
）

・
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

者
等

に
お

い
て

、
介

護
給

付
の

サ
ー

ビ
ス

と
介

護
予

防
・

日
常

生
活

支
援

総
合

事
業

を
一

体
的

に
実

施
し

て
お

り
、

同
一

の
就

業
規

則
等

が
適

用
さ

れ
る

等
、

労
務

管
理

が
一

体
と

考
え

ら
れ

る
場

合
は

、
同

一

事
業

所
と

み
な

し
、

年
収

が
44

0
万

円
以

上
と

な
る

者
を

合
計

で
1

人
以

上
設

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
IV

を
満

た
す

こ
と

と
す

る
。

問
5

-
4

介
護

給
付

の
サ

ー

ビ
ス

と
介

護
予

防
給

付
の

サ
ー

ビ
ス

、
施

設
サ

ー

ビ
ス

と
短

期
入

所
サ

ー

ビ
ス

、
介

護
老

人
保

健
施

設
と

併
設

す
る

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
も

同
様

に
扱

う
こ

と
は

可
能

か
。

（
答

）
・

介
護

給
付

の
サ

ー

ビ
ス

と
介

護
予

防
給

付
の

サ
ー

ビ
ス

（
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー

シ
ョ

ン
と

予
防

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
）

に
つ

い
て

は
、

労
務

管
理

が
一

体
と

考
え

ら
れ

る
場

合
は

、
同

一

事
業

所
と

み
な

し
、

年
収

が
440

万
円

以
上

と
な

る
者

を
合

計
で

1
人

以
上

設
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

IV
を

満
た

す
こ

と
と

す
る

。
•

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
等

と
併

設
さ

れ
て

い
る

又
は

空
床

利
用

型
で

あ
る

緬
期

入
所

生
活

介
護

、
介

護
老

人
保

健
施

設
等

と
短

期
入

所
療

養
介

護
に

つ
い

て
も

、
同

様
に

判
断

す
る

'-
と

が
可

能
で

あ
る

〇

・
介

護
老

人
保

健
施

設
に

併
設

す
る

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
事

業
所

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

で
、

年
収

44
0

万
円

と
な

る
者

を
設

定
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

IV
を

満
た

す
職

員
の

設
定

に
つ

い
て

は
、

処
遇

改
善

計
画

書
の

作
成

を
一

括
し

て
行

う
同

一

法
人

全
体

と
し

て
満

た
し

て
い

れ
ば

よ
い

こ
と

か
ら

、
例

え
ば

、
介

護
老

人
保

健
施

設
に

お
い

て
2

人
年

収
44

0
万

円
と

な
る

者
を

設
定

す
る

こ
と

と
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
（

問
5

_:
2

-
2

を
参

照
）

問
5

-
5

共
生

型
サ

ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
事

業
所

に
お

い
て

、
新

加
算

等
を

算
定

す
る

場
合

、
年

収
44

0
万

円
と

な
る

者
の

設
定

は
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
み

で
設

定
す

る
必

要
が

あ
る

の
か

。
（

答
）

・
介

護
保

険
の

共
生

型
の

指
定

を
受

け
共

生
型

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
事

業
所

に
お

い
て

は
、

介
護

保
険

の
共

生
型

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
、

年
額

44
0

万
円

の
改

善
の

対
象

と
な

る
者

に
つ

い
て

、
1

人
以

上
設

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

と
障

害
福

祉
サ

ー

ビ
ス

を
両

方
行

っ
て

い
る

事
業

所
に

つ
い

て
も

同
様

に
扱

わ
れ

た
い

。
た

だ
し

、
小

規
模

事
業

所
等

で
加

算
額

全
体

が
少

額
で

あ
る

場
合

等
は

、
そ

の
旨

を
説

明
す

る
こ

と
。

13



キ
ャ

リ
ア

Iサ
ー

ビ
ス

類
型

ご
と

に
一

定
以

上
の

介
護

福
祉

士
等

を
配

置
し

て
い

る
こ

と
。

具
体

的
に

は
、

新
加

算
I問

6
-

1
パ

ス
要

件
等

を
算

定
す

る
事

業
所

又
は

併
設

す
る

本
体

事
業

所
に

お
い

て
サ

ー
ビ

ス
類

型
ご

と
に

別
紙

1
表

4
に

v
 

掲
げ

る
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
強

化
加

算
、

特
定

事
業

所
加

算
、

入
居

継
続

支
援

加
算

又
は

日
常

生
活

継

介
護

福
祉

士
等

の
配

置
要

件
に

つ
い

て
、

（
1也

域
密

着
型

）
（

介
護

予
防

）
特

定
施

設
入

居
者

生
活

介
護

及
び

（
地

域
密

着
型

）
介

護
老

人
福

祉
施

設
に

お
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

I
·

II
に

加
え

て
、

入
居

継
続

支
援

加
算

I
·

II
又

は
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
I

·
II

を
算

定
す

る
こ

と
に

よ
り

、
満

た
し

た
こ

と
と

な
る

。
続

支
援

加
算

の
各

区
分

の
届

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
。

（
答

）

こ
れ

に
つ

い
て

、
通

知
5

(1
)④

に
お

い
て

は
、

「喀
痰

吸
引

を
必

要
と

す
る

利
用

者
の

割
合

に
つ

い
て

の
要

件
等

を
満

た
せ

な
い

こ
と

に
よ

り
、

入
居

継
続

支
援

加
算

や
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
を

算
定

で
き

な
い

状
況

が
常

態
化

し
、

3
か

月
以

上
継

続
し

た
場

合
」

に
は

、
変

更
の

届
出

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
3

か
月

間
以

上
継

続
し

な
け

れ
ば

、
変

更
届

出
は

不
要

と
い

う
こ

と
か

。

・
貴

見
の

と
お

り
。

・
旧

特
定

加
算

並
び

に
新

加
算

I
、

V
(1

)、
V

(2
)、

V
(5

)、
V

(7
)及

び
V

(1
0)

に
つ

い
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

V
(介

護
福

祉
士

等
の

配
置

要
件

）
を

満
た

す
必

要
が

あ
り

、
そ

の
要

件
の

適
合

状
況

に
変

更
が

あ
っ

た
場

合
は

、
変

更
の

届
出

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

が
、

「喀
痰

吸
引

を
必

要
と

す
る

利
用

者
の

割
合

に
つ

い
て

の
要

件
等

を
満

た
せ

な
い

こ
と

に
よ

り
、

入
居

継
続

支
援

加
算

等
を

算
定

で
き

な
い

」
場

合
は

、
直

ち
に

変
更

す
る

こ
と

を
求

め
る

も
の

で
は

な
く

、
当

該
状

況
が

常
態

化
し

、
3

か
月

間
を

超
え

て
継

続
し

な
い

限
り

は
、

新
加

算
等

の
加

算
区

分
を

変
更

す
る

必
要

は
な

い
。

• 
一

方
で

、
上

記
の

入
居

継
続

支
援

加
算

等
を

算
定

で
き

な
い

状
況

が
常

態
化

し
、

4
か

月
以

上
継

続
し

た
場

合
に

は
、

4
ヶ

月
目

以
降

、
新

加
算

等
の

加
算

区
分

の
変

更
が

必
要

と
な

る
。

・
例

え
ば

、
7

月
ま

で
入

居
継

続
支

援
加

算
等

を
算

定
し

、
新

加
算

I
を

算
定

し
て

い
た

が
、

喀
痰

吸
引

を
必

要
と

す
る

利
用

者
の

割
合

に
つ

い
て

の
要

件
を

満
た

せ
な

い
こ

と
に

よ
り

8
月

、
9

月
、

10
月

と
入

居
継

続
支

援
加

算
等

を
算

定
で

き
ず

、
11

月
も

同
様

の
状

況
が

継
続

す
る

と
分

か
っ

た
場

合
に

は
、

11
月

分
の

算
定

か
ら

、
新

加
算

I
で

は
な

く
、

新
加

算
II

へ
の

加
算

区
分

の
変

更
が

必
要

と
な

る
。

た
だ

し
、

新
加

算
I

等
の

算
定

に
は

、
各

都
道

府
県

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
の

事
業

所
台

帳
上

で
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
強

化
加

算
I

·
II

、
入

居
継

続
支

援
加

算
I

·
II

又
は

日
常

生
活

継
続

支
援

加
算

I
·

II
を

算
定

可
能

と
な

っ
て

い
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
上

記
の

例
の

場
合

、
事

業
所

台
帳

上
は

、
8

月
か

ら
10

月
ま

で
の

間
も

入
居

継
続

支
援

加
算

等
の

算
定

を
可

能
と

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
こ

と
に

留
意

す
る

こ
と

。

問
6

-
2

要
件

を
満

た
さ

な
い

状
態

が
3

か
月

間
以

上
継

続
し

な
け

れ
ば

変
更

届
出

が
不

要
な

場
合

に
は

、
喀

痰
吸

引
を

必
要

と
す

る
利

用
者

の
割

合
以

外
に

、
ど

の
よ

う
な

要
件

が
含

ま
れ

る

（
答

）
か

。

・
入

居
継

続
支

援
加

算
及

び
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
に

お
け

る
喀

痰
吸

引
を

必
要

と
す

る
利

用
者

の
割

合
に

関
す

る
要

件
に

加
え

、
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
の

新
規

入
所

者
の

要
介

護
度

や
認

知
症

日
常

生
活

自
立

度
に

係
る

要
件

が
含

ま
れ

る
。

• 
こ

れ
ら

の
要

件
を

満
た

せ
な

い
こ

と
に

よ
り

、
入

居
継

続
支

援
加

算
や

日
常

生
活

継
続

支
援

加
算

を
算

定
で

き
な

い
場

合
に

つ
い

て
は

、
そ

の
状

態
が

3
か

月
間

以
上

継
続

し
な

け
れ

ば
、

継
続

し
て

キ
ャ

リ
パ

ス
要

件
V

を
満

た
し

た
こ

と
と

し
て

差
し

支
え

な
い

。

問
6

-
3

令
和

6
年

度
中

の
新

加
算

の
算

定
対

象
期

間
中

に
、

事
業

所
や

利
用

者
の

状
況

の
変

化
に

伴
い

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
V

の
適

合
状

況
（

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

I
·

II
、

入
居

継
続

衷
援

加
算

I
·

II
又

は
日

常
生

活
継

続
支

援
加

算
I

·
II

の
算

定
状

況
）

が
変

わ
っ

た
←

と
L

よ
り

、
例

え
ば

新
加

算
V

(1
)を

算
定

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
、

新
加

算
V

(3
)を

算
定

す
る

こ
と

は
可

能
か

。
（

答
）

• 
新

加
算

V
(1

)~
(1

4)
の

算
定

要
件

は
、

そ
れ

ぞ
れ

令
和

6
年

5
月

時
点

で
、

旧
3

加
算

の
所

定
の

組
み

合
わ

せ
を

算
定

し
て

い
る

こ
と

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

令
和

6
年

6
月

以
降

に
、

新
加

算
V

の
あ

る
区

分
か

ら
、

新
加

算
V

の
別

の
区

分
に

移
行

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

（
問

8
-

2
参

照
）

．
令

和
6

年
6

月
以

降
に

、
例

え
ば

新
加

算
V

(1
)を

算
定

し
て

い
た

事
業

所
が

、
令

和
6

年
6

月
以

降
に

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

V
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

た
場

合
、

新
加

算
V

(1
)を

継
続

し
て

算
定

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

そ
の

際
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

V
以

外
の

要
件

が
同

じ
加

算
区

分
と

し
て

は
新

加
算

V
(3

)が
あ

る
が

、
上

記
の

と
お

り
、

新
加

算
V

(1
)を

算
定

し
て

い
た

事
業

所
が

新
加

算
v

(3
)を

新
規

に
算

定
し

始
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

た
め

、
新

加
算

V
(1

)か
ら

新
加

算
II

に
移

行
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

• 
新

加
算

II
を

新
規

に
算

定
し

始
め

る
に

当
た

り
、

追
加

で
満

た
す

必
要

の
あ

る
要

件
は

、
下

表
の

左
欄

に
掲

げ
る

移
行

前
（

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

V
を

満
た

せ
て

い
た

期
間

）
の

加
算

区
分

に
応

じ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
下

表
の

右
欄

の
と

お
り

で
あ

る
。

な
お

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
I

~
ill

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

度
中

の
対

応
を

誓
約

す
る

こ
と

で
満

た
し

た
こ

と
と

な
る

た
め

、
新

加
算

II
を

算
定

す
る

た
め

に
直

ち
に

必
要

に
な

る
の

は
、

月
額

賃
金

改
善

要
件

II
の

み
と

な
る

。
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キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

v
 

続
き

6
月

時
点

の
区

分

新
加

算
v

m

新
加

算
V

(2
) 

新
加

算
V

(5
) 

新
加

算
v

rn

新
加

算
V

(1
0)

 

新
加

算
E

を
算

定
す

る
た

め
に

、
追

加
で

満
た

す
必

要
の

あ
る

要
件

月
額

賃
金

改
善

要
件

n

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

皿

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

皿
、

月
額

賃
金

改
善

要
件

n

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
·

Il
の

い
ず

れ
か

満
た

し
て

い
な

い
方

｀
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
皿

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
墓

n:
の

い
ず

れ
か

満
た

し
て

い
な

い
方

、キ
ャ

リ
ア

パ

ス
要

件
皿

月
額

賃
金

改
善

要
件

n
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令
和

6
年

6
月

か
ら

の
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

に
つ

い
て

（令
和

6
年

度
中

の
加

算
V

の
要

件
に

つ
い

て
は

、
※

1
の

通
知

別
紙

1
を

参
照

く
だ

さ
い

。
）

(
※

1
)

…
「

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
等

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

並
び

に
事

務
処

理
手

順
及

び
様

式
例

の
提

示
に

つ
い

て
（

令
和

6
年

3
月

1
5

日
老

発
0

3
1

 5
第

2
号

厚
生労

働
省

老
健

局
長

通
知

）
」

(
※

2
)

…
「

「
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

加
算

等
に

関
す

る
Q

&
A

(
第

1
版

）
」

の
送

付
に

つ
い

て
（

令
和

6
年

3
月

1
5日

事
務

連
絡

）
」

2
. 

算
定

要
件

(2
)月

額
賃

金
改

善
要

件

通
知

(※
1

)

月
額

賃
金

新
加

算
I

Vの
加

算
額

の
2

分
の

1
以

上
を

基
本

給
又

は
決

ま
う

て
母

月
支

払
わ

れ
る

手
当

（
以

下
「

基
改

善
要

件
本

給
等

」
と

い
う

。
）

の
改

善
に

充
て

る
こ

と
。

1 
ま

た
、

事
業

所
等

が
新

加
算

I
か

ら
皿

ま
で

の
い

ず
れ

か
を

算
定

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

仮
に

新
（月

給
に

加
算

I
Vを

算
定

す
る

場
合

に
見

込
ま

れ
る

加
算

額
の

2
分

の
1

以
上

を
基

本
給

等
の

改
善

に
充

て
る

こ
よ

る
賃

金
と

。
改

善
）

な
お

、
加

算
を

未
算

定
の

事
業

所
が

新
規

に
新

加
算

I
か

ら
IV

ま
で

の
い

ず
れ

か
を

算
定

し
始

め
る

場
合

を
除

き
、

本
要

件
を

満
た

す
た

め
に

、
賃

金
総

額
を

新
た

に
増

加
さ

せ
る

必
要

は
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

基
本

給
等

以
外

の
手

当
又

は
一

時
金

に
よ

り
行

っ
て

い
る

賃
金

改
善

の
一

部
を

減
額

し
、

そ
の

分
を

基
本

給
等

に
付

け
替

え
る

こ
と

で
、

本
要

件
を

満
た

す
こ

と
と

し
て

差
し

支
え

な
い

。
ま

た
、

既
に

本
要

件
を

満
た

し
て

い
る

事
業

所
等

に
お

い
て

は
、

新
規

の
取

組
を

行
う

必
要

は
な

い
。

た
だ

し
、

こ
の

要
件

を
満

た
す

た
め

に
、

新
規

の
基

本
給

等
の

引
上

げ
を

行
う

場
合

、
当

該
基

本
給

等
の

引
上

げ
は

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

（
賃

金
表

の
改

訂
に

よ
り

基
本

給
等

の
水

準
を

一

律
に

引
き

上
げ

る
こ

と
）

に
よ

り
行

う
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

※
月

額
賃

金
改

善
要

件
I

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

度
中

は
滴

用
を

猶
予

す
る

。
そ

の
た

め
、

令
和

6
一年

度
の

新
加

算
の

算
定

に
当

た
り

、
本

要
件

ーを
満

iた
一吏

必
要

は
な

い
が

、
令

和
7

年
度

以
降

の
新

加
算

の
算

定
に

向
け

、
計

画
的

に
準

備
を

行
う

観
点

か
ら

、
令

和
6

年
度

の
処

遇
改

善
計

画
書

に
お

い
て

も
任

意
の

記
載

項
目

と
し

て
月

額
で

の
賃

金
改

善
額

の
記

載
を

求
め

る
こ

と
と

す
る

。

月
額

賃
金

令
_j

肛
直

�5
_,§

_引
＿日

時
点

で
現

に
旧

処
遇

改
善

加
算

を
鍾

定
し

て
お

り
、

か
つ

、
旧

ベ
ー

ズ
ア

ッ
プ

改
善

要
件

等
加

算
を

算
定

し
て

い
な

い
事

業
所

が
、

令
和

8
年

3
月

31
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
新

規
に

新
加

算
I

I 
I

か
ら

I
Vま

で
の

い
ず

れ
か

を
算

定
す

る
場

合
に

は
、

初
め

て
新

加
算

I
か

ら
I

Vま
で

の
い

ず
れ

か
を

算
（旧

ベ
一

定
し

、
旧

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
相

当
の

加
算

額
が

新
た

に
増

加
す

る
事

業
年

度
に

お
い

て
、

当
該

事
業

ス
ア

ップ
所

が
仮

に
旧

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
見

込
ま

れ
る

加
算

額
の

3
分

の
2

以
上

の
基

本
等

加
算

相
給

等
の

引
上

げ
を

新
規

に
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
際

、
当

該
基

本
給

等
の

引
上

げ
は

、
ベ

ー

当
の

賃
金

ス
ア

ッ
プ

に
よ

り
行

う
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

改
善

）
※

A-
6

 
5

 
じ

寸
に

3
カ

を
,....._,

し
て

い
な

か
っ

た
― 

び
A-

6
 

6
 

じ
引

こ
設

さ
れ

た
事

業
所

が
、

新
加

算
I

か
ら

I
Vま

で
の

い
ず

れ
か

を
新

規
に

算
定

す
る

場
合

に
は

、
月

額
賃

金
改

善
要

件
II

の
適

用
を

受
け

な
い

。
※

本
要

件
の

適
用

を
受

け
る

事
業

所
は

、
初

め
て

新
加

算
I

か
ら

I
Vま

で
の

い
ず

れ
か

を
算

定
し

た
年

度
の

実
績

報
告

書
に

お
い

て
、

当
該

賃
金

改
善

の
実

施
に

つ
い

て
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
し

た
が

っ
て

、
例

え
ば

、
令

和
6

年
5

月
31

日
時

点
で

現
に

旧
処

遇
改

善
加

算
を

算
定

し
て

お
り

、
か

つ
、

旧
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
を

算
定

し
て

い
な

い
事

業
所

で
あ

っ
て

、
令

和
6

年
6

月
か

ら
新

加
算

I
を

算
定

し
た

事
業

所
は

、令
和

6
年

6
月

か
ら

旧
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
相

当
の

加
算

額
の

3
分

の
2

以
上

の
基

本
給

等
の

引
上

げ
を

新
規

に
実

施
し

、
令

和
6

年
度

の
実

績
報

告
書

で
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
※

ま
た

、
同

様
の

事
業

所
が

、
令

和
6

年
6

月
か

ら
新

加
算

V
(1

)(
旧

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

加
算

相
当

の
加

算
率

を
含

ま
な

い
）

を
算

定
し

、
令

和
7

年
4

月
か

ら
新

加
算

I
を

算
定

す
る

場
合

は
、

令
和

7
年

4
月

か
ら

旧
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
相

当
の

加
算

額
の

3
分

の
2

以
上

の
基

本
給

等
の

引
上

げ
を

新
規

に
実

施
し

、
令

和
7

年
度

の
実

績
報

告
書

で
報

告
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
※

な
お

、
実

績
報

告
書

に
お

い
て

は
、

事
業

者
等

の
事

務
負

担
を

軽
減

す
る

観
点

か
ら

、月
額

賃
金

改
善

要
件

II
の

判
定

に
用

い
る

旧
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
に

相
当

す
る

加
算

額
は

、
新

加
算

I
か

ら
I

V
ま

で
の

そ
れ

ぞ
れ

の
加

算
額

に
、

別
紙

1
表

3
に

掲
げ

る
新

加
算

I
か

ら
I

Vま
で

の
加

算
率

と
旧

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
の

加
算

率
の

比
（

小
数

第
4

位
以

下
を

切
捨

て
）

を
乗

じ
て

算
出

し
た

額
と

す
る

。

QA
 (

※
2

) 

問
3

-
1

月
額

賃
金

改
善

要
件

I
に

つ
い

て
、

「基
本

給
等

以
外

の
手

当
又

は
一

時
金

に
よ

り
行

っ
て

い
る

賃
金

改
善

の
一

部
を

減
額

し
、

そ
の

分
を

基
本

給
等

に
付

け
替

え
る

こ
と

で
、

本
要

件
を

満
た

す
こ

と
と

し
て

差
し

支
え

な
い

。」
と

し
て

い
る

が
、

一

部
の

職
員

の
収

入
が

減
額

さ
れ

る
よ

う
な

付
け

替
え

は
可

能
か

。
（答

）
・事

業
所

全
体

の
賃

金
の

水
準

及
び

個
別

の
各

職
員

の
賃

金
額

に
つ

い
て

は
、

労
働

組
合

と
の

労
働

協
約

や
就

業
規

則
等

に
基

づ
き

、
労

使
で

協
議

の
上

設
定

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

。
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

所
等

は
、

月
額

賃
金

改
善

要
件

I
を

満
た

す
よ

う
な

配
分

を
行

っ
た

結
果

、
事

業
所

全
体

で
の

賃
金

水
準

が
低

下
し

な
い

よ
う

に
す

る
だ

け
で

な
く

、
各

職
員

の
賃

金
水

準
が

低
下

し
な

い
よ

う
努

め
る

こ
と

。

資
料

作
成

時
(

R6
.5

. 1
時

点
）

で
は

QA
な

し

注
(

0
)

は
新

加
算

I
~I

Vの
算

定
前

に
旧

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
並

び
に

新
加

算
V

(2
),

(4
), 

(7
), 

(9
)及

び
03

)を
未

算
定

だ
っ

た
場

合
に

満
た

す
必

要
が

あ
る

要
件

⇒
令

和
6

年
度

中

(
0

)
は

新
加

算
I

~
I

Vの
算

定
前

に
新

加
算

V
(2

), (
4)

, (
7)

, (
9)

及
び

03
)を

未
算

定
だ

っ
た

場
合

に
満

た
す

必
要

が
あ

る
要

件
⇒

令
和

7
年

度
以

降
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令
和

6
年

6
月

か
ら

の
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

に
つ

い
て

（令
和

6
年

度
中

の
加

算
V

の
要

件
に

つ
い

て
は

、
※

1
の

通
知

別
紙

1
を

参
照

く
だ

さ
い

。
）

(※
1

)
…

「
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

加
算

等
に

関
す

る
基

本
的

考
え

方
並

び
に

事
務

処
理

手
順

及
び

様
式

例
の

提
示

に
つ

い
て

（
令

和
6

年
3

月
1

5日
老

発
0

3
 1 

5
第

2
号

厚
生

労
働

省
老

健
局

長
通

知
）

」
(※

2
)

…

「
「

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
等

に
関

す
る

Q
&

A
(第

1
版

）
」

の
送

付
に

つ
い

て
（

令
和

6
年

3
月

1
5

日
事

務
連

絡）
」

2
. 

算
定

要
件

(3
)

職
場

環
境

等
要

件
（朱

文
字

は
、

令
和

6
年

度
の

取
扱

い
）

加
算

通
知

(
※

1
)

QA
 (

※
2

) 

職
場

環
境

I
c令

和
7

年
度

以
降

の
要

件
）

問
7

-
1

職
場

環
境

等
要

件
の

2
4

項
目

に
つ

い
て

、
毎

年
、

新
規

に
取

組
を

行
う

必
要

は
あ

る
の

等
要

件
令

和
7

年
度

以
降

に
新

加
算

I
か

ら
N

ま
で

の
い

ず
れ

か
を

算
定

す
る

場
合

は
、

別
紙

1
表

5
-

1
に

か
。

掲
げ

る
処

遇
改

善
の

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
。

｀ 
•新

加
算

I
又

は
11

を
算

定
克

る掛
註

湘
…

別
紙

1
表

5
-

1
の

「
入

職
促

進
に

向
け

た
取

組
」

、
「

資
質

の
向

上
や

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
に

向
け

た
支

援
」

、
「

両
立

支
援

・

多
様

な
働

き
方

の
雙

進
」

、
「

腰
痛

を
含

む
心

身
の

健
康

管
理

」
、

及
び

「
や

り
が

い
・

働
き

が
い

の
醸

成
」

の
区

分
←

と
に

2
以

上
の

取
組

を
実

施
し

、
新

加
算

皿
又

は
W

を
尊

定
す

る揚ー合
は

、
ー上

記
の

区
分

ご
と

に
1

以
上

を
実

施
す

る
こ

と
。

•ま
た

、
新

加
算

］又
lま

U歪
算

定
す

る
揚

｝合
は

、
同

表
中

「
生

産
性

向
上

（
業

務
改

善
及

び
働

く
環

境
改

善
）

の
た

め
の

取
組

」
の

う
ち

3
以

上
の

取
組

（
う

ち
⑰

又
は

⑱
は

必
須

）
を

実
施

し
、

新
加

算
皿

又
は

W
を

算
定

す
る

場
合

は
「

生
産

性
向

上
（

業
務

改
善

及
び

働
く

環
境

改
善

）
の

た
め

の
取

組
」

の
う

ち
2

つ
以

上
の

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
。

•な
お

、
新

加
算

I
又

は
11

を
算

定
す

る
惧

｝合
は

、
職

場
環

境
等

の
改

善
に

係
る

取
組

に
つ

い
て

、
ホ

ー

ム
ペ

ー

ジ
ヘ

の
掲

載
等

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
。

具
体

的
に

は
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
公

表
制

度
を

活
用

し
、

新
加

算
の

算
定

状
況

を
報

告
す

る
と

と
も

に
、

職
場

環
境

等
要

件
を

満
た

す
た

め
に

実
施

し
た

取
組

項
目

及
び

そ
の

具
体

的
な

取
組

内
容

を
「

事
業

所
の

特
色

」
欄

に
記

載
す

る
こ

と
。

当
該

制
度

に
お

け
る

報
告

の
対

象
と

な
っ

て
い

な
い

場
合

等
に

は
、

各
事

業
者

の
ホ

ー

ム
ペ

ー

ジ
を

活
用

す
る

等
、

外
部

か
ら

見
え

る
形

で
公

表
す

る
こ

と
。

※
生

産
性

向
上

推
進

体
制

加
算

を
算

定
し

て
い

る
場

合
に

は
、

「
生

産
性

向
上

（
業

務
改

善
及

び
働

く
環

境
改

善
）

の
た

め
の

取
組

」
の

要
件

を
満

た
す

も
の

と
し

、
1

法
人

あ
た

り
1

の
施

設
又

は
事

業
所

の
み

を
運

営
す

る
よ

う
な

法
人

等
の

小
規

模
事

業
者

は
、

⑳
の

取
組

を
実

施
し

て
い

れ
ば

、
「

生
産

性
向

上
（

業
務

改
善

及
び

働
く

環
境

改
善

）
の

た
め

の
取

組
」

の
要

件
を

満
た

す
も

の
と

す
る

。

（
令

和
6

年
度

の
経

過
措

置
）

（
答

）
• 

新
加

算
等

を
前

年
度

か
ら

継
続

し
て

算
定

す
る

場
合

、
職

場
環

境
等

要
件

を
満

た
す

た
め

の
取

組
に

つ
い

て
は

従
前

の
取

組
を

継
続

し
て

い
れ

ば
よ

く
、

当
該

年
度

に
お

い
て

新
規

の
取

組
を

行
う

必
要

ま
で

は
な

い
。

問
7

-
2

各
項

目
に

つ
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
を

満
た

す
た

め
に

、
項

目
内

に
列

挙
さ

れ
て

い
る

取
組

の
全

て
を

満
た

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

か
。

（
答

）
• 

そ
れ

ぞ
れ

の
項

目
を

満
た

す
た

め
に

は
、

項
目

内
に

列
挙

さ
れ

て
い

る
取

組
の

う
ち

、
一

つ
以

上
満

た
せ

ば
よ

い
。

例
え

ば
、

「
入

職
促

進
に

向
け

た
取

組
」

区
分

の
「

事
業

者
の

共
同

に
よ

る
採

用
・

人
事

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
・
研

修
の

た
め

の
制

度
構

築
」

と
い

う
項

目
の

場
合

、
「

事
業

者
の

共
同

に
よ

る
採

用
」

の
み

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
本

取
組

を
満

た
し

た
こ

と
に

な
る

。

問
7

-
3

「
資

質
の

向
上

や
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
向

け
た

支
援

」
の

区
分

に
お

い
て

、
「

研
修

の
受

講
や

キ
ャ

リ
ア

段
位

制
度

と
人

事
考

課
と

の
連

動
」と

あ
る

が
、

「
キ

ャ
リ

ア
段

位
制

度
」

と
は

何
か

。
（

答
）

・
介

護
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

キ
ャ

リ
ア

段
位

制
度

は
、

介
護

職
員

が
保

有
し

て
い

る
介

護
の

実
践

ス
キ

ル
に

つ
い

て
、

ど
の

レ
ベ

ル
ま

で
保

有
し

て
い

る
（

で
き

る
）

の
か

、
所

属
す

る
事

業
所

・

胆
設

で
実

践
ス

キ
ル

の
「

で
き

る
」

・
「

で
き

て
い

な
い

」
評

価
を

行
い

、
そ

の
評

価
結

果
を

も
と

i._
全

国
共

通
の

レ
ベ

ル
に

て
認

定
す

る
制

度
で

あ
る

。
詳

細
に

つ
い

て
は

、
介

護
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

キ
ャ

リ
ア

段
位

制
度

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

ご
参

照
い

た
だ

き
た

い
。
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問
7

-
4

「
両

立
支

援
・多

様
な

働
き

方
の

推
進

」
の

区
分

に
お

い
て

、
「

有
給

休
暇

が
取

得
し

や
す

上
記

の
職

場
環

境
等

要
件

の
見

直
し

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

度
中

は
適

用
を

猶
予

す
る

。
し

た
が

っ
ぃ

環
境

の
整

備
」

と
あ

る
が

、
具

体
的

な
取

組
事

例
は

あ
る

か
。

て
、

令
和

6
年

度
中

の
職

場
環

境
等

要
件

と
し

て
は

、
別

紙
1

表
5

-
2

に
掲

げ
る

職
場

環
境

等
の

改
善

．
口

．
（

竿
） 例

え
ば

、
以

下
の

取
組

を
想

定
し

て
い

る
。

に
係

る
取

組
を

実
施

し
、

そ
の

内
容

（
別

紙
1

表
5

--

2
参

照
）

を
全

て
の

介
護

職
員

に
周

知
す

る
こ

と
。

•
ー

有
給

休
暇

を
取

得
し

や
す

い
雰

囲
気

・

意
識

作
り

の
た

め
、

具
体

的
な

取
得

目
標

（
例

え
•そ

の
際

、
新

加
算

I
又

は
11

を
算

定
＿

る
場

合
は

、
別

紙
1

表
5

-
2

の
「

入
職

促
進

に
向

け
た

取
ば

、
1

週
間

以
上

の
休

暇
を

年
に

●
回

取
得

、
付

与
日

数
の

う
ち

●
％

以
上

を
取

得
）

を
定

め
組

」
、

「
資

質
の

向
上

や
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

に
向

け
た

支
援

」
、

「
両

立
支

援
・

多
様

な
働

き
方

の
た

上
で

、
取

得
状

況
を

定
期

的
に

確
認

し
、

身
近

な
上

司
等

か
ら

の
積

極
的

な
声

か
け

を
行

う
推

進
」

、
「

腰
痛

を
含

む
心

身
の

健
康

管
理

」
、

「
生

産
性

の
向

上
の

た
め

の
業

務
改

善
の

取
組

」
ー

情
報

共
有

や
複

数
担

当
制

等
に

よ
り

、
業

務
の

属
人

化
の

解
消

、
業

務
配

分
の

偏
り

の
解

消
を

及
び

「
や

り
が

い
・

働
き

が
い

の
醸

成
」

の
区

分
ご

と
に

1
以

上
の

取
組

を
実

施
し

、
行

う
新

加
算

m
又

は
W

を
算

定
す

る
場

合
は

、
別

紙
1

表
5

--:--
2

の
取

組
の

う
ち

1
以

上
を

実
施

す
る

こ
と

。
問

7
-

5
「

生
産

性
向

上
の

た
め

の
業

務
改

善
の

取
組

」
..の

区
分

の
取

組
に

つ
い

て
、

参
考

に
で

き
る

•新
加

算
I

又
は

11
を

算
定

す
る

場
合

は
、

職
場

環
境

等
の

改
善

に
係

る
取

組
に

つ
い

て
、ホ

ー

ム
も

の
は

あ
る

。
ペ

ー

ジ
ヘ

の
掲

載
等

に
よ

り
公

表
す

る
こ

と
。

具
体

的
に

は
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
公

表
制

度
を

（
答

）
活

用
し

、
職

場
環

境
等

要
件

を
満

た
す

た
め

に
実

施
し

た
取

組
項

目
を

「
事

業
所

の
特

色
」

欄
で

選
・

厚
生

労
働

省
の

「
介

護
分

野
に

お
け

る
生

産
性

向
上

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」

を
ご

参
照

い
た

だ
き

た
択

す
る

こ
と

。
当

該
制

度
に

お
け

る
報

告
の

対
象

と
な

っ
て

い
な

い
場

合
等

に
は

、
各

事
業

者
の

し
＼

ホ
ー

ム
ペ

ー

ジ
を

活
用

す
る

等
、

外
部

か
ら

見
え

る
形

で
公

表
す

る
こ

と
。
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(,
; 子

．苓n
i

·賃こ
｝襄：

以
、
瓢斧

｝
ざか

翠
唸

y
苓
-t

·>
. 

·;
, 

｀， ．｀誌
人

や
事

業
所

の
罷

喜
暉

念
·ゃ

ヶ
•ヽr

方
舒

・
・人

材
青

成
方

針
、

-1
:の

其
現

ダ
）た

め
,;・

崩
賓

.
{t

組
な

栓
ど

の
間

確
化

〈乞
事

業
者

の
共

同
に

］こ
ろ

咀麻
州

・
人

事
ロ

ー
う：

砂ー
シ

：g冬
ン

・
研

修
刃

た
め

：ダ
叶制

度
構

筆
、

ぶ
婦

層
·'

名・ ド
磨

i年
齢

者
等

、
経

験
者

・。宥
賣

格
青

等
に

こ
だ

わ
ら

な
ミ這

喜．
り：：

ら'
•採

用
もい

に
譴

iな
.,乃

構
業

信
尉廿

の

望
研

羹
叫

記
戸

"1
戸

員
．ど

し
て

内
•モ

チ
ベ

ー
シ

u
ン

向
L:

:に
資

ず
ろ

t
池

誡
の

児
竜

ェ
牛

徒
や

住
民

ど
の

交
流

の
実

帽
冥

判
用

者
ぷ

l'\t
(戸 ｝ケ

ア
方

針
だ

ど
介

護
県

険
や

法
人

の
蠅

念
等

を
定

欺
的

に
学

ぶ
機

会
の

提
供

雲
Jr

ア
の

好
事

輯
］や

，<
科

用
羞

や
そ

の
家

膠
か

ら
の

謝
朦

等
の

情
報

を
共

；自
す

ろ
機

年
7)

提
洪
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令
和

6
年

6
月

か
ら

の
介

護
職

員
等

処
遇

改
善

に
つ

い
て

(※
1

)
…

「介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
等

に
関

す
る

基
本

的
考

え
方

並
び

に
事

務
処

理
手

順
及

び
様

式
例

の
提

示
に

つ
い

て
（

令
和

6
年

3
月

1
{5

日
老

発
0

3 
1

 5
第

2
号

厚
生

労
働

省
老

健
局

長
通

知
）

」
(※

2
)

…
「「

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
等

に
関

す
る

Q
&

A
(第

1
版

）
」

の
送

付
に

つ
い

て
（

令
和

6
年

3
月

1
5日

事
務

連
絡

）
」

3
.

賃
金

改
善

（
加

算
配

分
方

法
）

通
知

(※
1

)
( 2

)
賃

金
改

善
の

実
施

に
係

る
基

本
的

な
考

え
方

・

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

は
、

新
加

算
等

の
算

定
額

に
相

当
す

る
介

護
職

員
そ

の
他

の
職

員
の

賃
金

（
基

本
給

、
―手

当
、

賞
与

等
（

退
職

手
当

を
除

く
。

以
下

同
じ

。
）

を
含

む
。

）
の

改
善

（
当

該
賃

金
改

善
に

伴
う

法
定

福
利

費
等

の
事

業
主

負
担

の
増

加
分

を
含

む
こ

と
が

で
き

る
。

以
下

「賃
金

改
善

」
と

い
う

。
）

を
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
・

賃
金

改
善

は
、

基
本

給
、

手
当

、
賞

与
等

の
う

ち
対

象
と

す
る

項
目

を
特

定
し

た
上

で
行

う
も

の
と

す
る

。
• こ

の
場

合
、

特
別

事
情

届
出

を
行

う
場

合
を

除
き

、
特

定
し

た
項

目
を

含
め

、
賃

金
水

準
（

賃
金

の
高

さ
の

水
準

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
低

下
さ

せ
て

は
な

ら
な

い
。

• ま
た

、
安

定
的

な
処

遇
改

善
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

基
本

給
に

よ
る

賃
金

改
善

が
望

ま
し

い
。

• ま
た

、
令

和
6

年
度

に
、

令
和

5
年

度
と

比
較

し
て

増
加

し
た

加
算

額
【

旧3
加

算の
上

位
区

分
へ

の
移

行
並

び
に

新
規

算
定

に
よ

る
も

の
（

令
和

6
年

4
月

及
び

5
月

分
）

又
は

令
和

6
年

度
介

護
報

酬
改

定
に

お
け

る
加

算
率

の
引

上
げ

分
及

び
新

加
算

I
~

IV
へ

の
移

行
に

よ
る

も
の

（
令

和
6

年
6

月
以

降
分

）
。

令
和

7
年

度
へ

の
繰

越
分

を
除

く
。

以
下

同
じ

。
】

に
つ

い
て

、
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

者
等

は
、

独
自

の
賃

金
改

善
を

含
む

過
去

の
賃

金
改

善
の

実
績

に
関

わ
ら

ず
、

新
た

に
増

加
し

た
新

加
算

等
の

算
定

額
に

相
当

す
る

介
護

職
員

そ
の

他
の

職
員

の
賃

金
改

善
を

新
規

に
実

施
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

• 
そ

の
際

、
新

規
に

実
施

す
る

賃
金

改
善

は
、

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

（
賃

金
表

の
改

訂
に

よ
り

基
本

給
又

は
決

ま
っ

て
毎

月
支

払
わ

れ
る

手
当

の
額

を
変

更
し

、
賃

金
水

準
を

一

律
に

引
き

上
げ

る
こ

と
を

い
う

。
以

下
同

じ
。

）
に

よ
り

行
う

こ
と

を
基

本
と

す
る

。

•た
だ

し
、

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

の
み

に
よ

り
当

該
賃

金
改

善
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
（

例
え

ば
、

令
和

6
年

度
介

護
報

酬
改

定
を

踏
ま

え
賃

金
体

系
等

を
整

備
途

上
で

あ
る

場
合

）
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
そ

の
他

の
手

当
、

一
時

金
等

を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。

•な
お

、令
和

6
年

2
月

か
ら

の
介

護
職

員
処

遇
改

善
支

援
補

助
金

を
取

得
し

、
令

和
6

年
5

月
分

以
前

の
賃

金
か

ら
ベ

ー

ス
ァ

ッ
プ

又
は

決
ま

っ
て

毎
月

支
払

わ
れ

る
手

当
の

引
上

げ
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

は
、

当
該

賃
金

改
善

を
令

和
6

年
6

月
以

降
に

実
施

す
べ

き
新

規
の

賃
金

改
善

の
一

部
に

含
め

て
も

差
し

支
え

な
い

。

QA
 (

※
2

)
 

【
賃

金
改

善
方

法
・対

象
経

費
】

問
1

-:-
1

賃
金

改
善

の
基

準
点

は
い

つ
の

時
点

に
な

る
の

か
。

富 ・
賃

金
改

善
の

額
は

、
新

加
算

及
び

旧
3

加
算

（
以

下
「新

加
算

等
」

と
い

う
。

）
を

原
資

と
し

て
賃

金
改

善
を

実
施

し
た

後
の

実
際

の
賃

金
水

準
と

、
新

加
算

等
を

算
定

し
な

い
場

合
の

賃
金

水
準

と
の

比
較

に
よ

り
、

各
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
に

お
い

て
算

出
す

る
。

•新
加

算
等

を
算

定
し

な
い

場
合

の
賃

金
水

準
は

、
原

則
と

し
て

、
初

め
て

新
加

算
等

又
は

交
付

金
等

（
平

成
2

1
年

度
補

正
予

算
に

よ
る

介
護

職
員

支
援

交
付

金
並

び
に

令
和

3
年

度
及

び
令

和
5

年
度

補
正

予
算

に
よ

る
介

護
職

員
処

遇
改

善
支

援
補

助
金

を
い

う
。

以
下

同
じ

。
）

を
算

定
し

た
年

度
の

前
年

度
に

お
け

る
賃

金
水

準
と

す
る

。
• た

だ
し

、
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

者
等

に
お

け
る

職
員

構
成

の
変

動
等

に
よ

り
、

初
め

て
新

加
算

等
又

は
交

付
金

等
を

算
定

し
た

年
度

の
前

年
度

に
お

け
る

賃
金

水
準

を
推

計
す

る
こ

と
が

困
難

な
場

合
又

は
現

在
の

賃
金

水
準

と
比

較
す

る
こ

と
が

適
切

で
な

い
場

合
は

、
新

加
算

等
を

算
定

し
な

い
場

合
の

賃
金

水
準

を
、

新
加

算
等

を
除

い
た

介
護

報
酬

の
総

単
位

数
の

見
込

額
に

基
づ

く
営

業
計

画
・

賃
金

計
画

を
策

定
し

た
上

で
試

算
す

る
等

の
適

切
な

方
法

に
よ

り
算

出
し

、
賃

金
改

善
額

を
算

出
す

る
こ

と
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

• ま
た

、
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

所
等

を
新

規
に

開
設

し
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

新
加

算
等

を
算

定
し

な
い

場
合

の
賃

金
水

準
を

、
新

加
算

等
を

除
い

た
介

護
報

酬
の

総
単

位
数

の
見

込
額

に
基

づ
く

営
業

計
画

・

賃
金

計
画

を
策

定
す

る
等

の
適

切
な

方
法

に
よ

り
算

出
し

た
上

で
試

算
す

る
等

の
適

切
な

方
法

に
よ

り
算

出
し

、
賃

金
改

善
額

を
算

出
す

る
こ

と
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

問
1

-
2

前
年度

か
ら

事
業

所
の

介
護

職
員

等
の

減
少

や
入

れ
替

わ
り

等
が

あ
っ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

に
考

え
れ

ば
よ

い
か

。
（

答
）

・
実

績
報

告
書

に
お

け
る

①
「令

和
6

年
度

の
加

算
の

影
響

を
除

い
た

賃
金

額
」

と
②

「
令

和
5

年
度

の
加

算
及

び
独

自
の

賃
金

改
善

の
影

響
を

除
い

た
賃

金
額

」
の

比
較

は
、

新
加

算
等

及
び

交
付

金
等

に
よ

る
賃

金
改

善
以

外
の

部
分

で
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

て
い

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
に

行
う

も
の

で
あ

る
。

•
一

方
で

、
賃

金
水

準
の

ベ
ー

ス
ダ

ウ
ン

（
賃

金
表

の
改

訂
に

よ
る

基
本

給
等

の
一

律
の

引
下

げ
）

等
を

行
っ

た
わ

け
で

は
な

い
に

も
関

わ
ら

ず
、

事
業

規
模

の
縮

小
に

伴
う

職
員

数
の

減
少

や
職

員
の

入
れ

替
わ

り
（

勤
続

年
数

が
長

く
給

与
の

高
い

職
員

が
退

職
し

、
代

わ
り

に
新

卒
者

を
採

用
し

た
等

）
と

い
っ

た
事

情
に

よ
り

、
上

記
①

の
額

が
②

の
額

を
下

回
る

場
合

に
は

、
②

の
額

を
調

整
し

て
も

差
し

支
え

な
い

。
• こ

の
場

合
の

②
の

額
の

調
整

方
法

に
つ

い
て

は
、

・

例
え

ば
、

退
職

者
に

つ
い

て
は

、
そ

の
職

員
が

、
前

年
度

に
在

籍
し

て
い

な
か

っ
た

も
の

と
仮

定
し

た
場

合
に

お
け

る
賃

金
総

額
を

推
計

す
る

•新
規

採
用

職
員

に
つ

い
て

は
、

そ
の

者
と

同
職

で
あ

っ
て

勤
務

年
数

等
が

同
等

の
職

員
が

本
年

度
に

在
籍

し
た

も
の

と
仮

定
し

た
場

合
に

お
け

る
賃

金
総

額
を

推
計

す
る

等
の

方
法

が
想

定
さ

れ
る

。
例

！勤
月（続 賃｝金

10 3年 5
 万

円

令
和

実人
数際

の
10 （計人

42
00

万
円

）
5

年
度

調
整

後
5

（計人

21
00

万
円

）

在※ の た上
籍 もう記 の

ちしの とな5 仮
1か0人 定

人はっ

令6
和年

度
実 人

数際
の

5
人 ｛計

2
10

0万
円

）

勁 月＜
続賃 ）金5

年
3 0

万
円

／

5
人 ｛計

1
80

0万
円

）
5

人 く計
調格

00
万

円
）

※
 

整
な

し

5
人 （計

18
00

万
円

）

勁
続1

年
／

月（
賃 ｝金

25
万

円

5
人 く計

15
00

万
円

）
lO

人 く計
30

0
0万

円
）

※上
記ぇの

5
人

に
加

5
人

在
籍 仮

定し
た

も
の

と

!O
人 （計

3
00

0万
円

）

賃 除※ 金
新 く総加

額 算
等

を

75
00

万
円

69
00

万
円

69
00

万
円

問
1

-
3

「決
ま

っ
て

毎
月

支
払

わ
れ

る
手

当
」と

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
。

（
答

）
・

「決
ま

っ
て

毎
月

支
払

わ
れ

る
手

当
」

と
は

、
労

働
と

直
接

的
な

関
係

が
認

め
ら

れ
、

労
働

者
の

個
人

的
事

情
と

は
関

係
な

く
支

給
さ

れ
る

手
当

を
指

す
。

•
ま

た
、

決
ま

っ
て

毎
月

支
払

わ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
月

ご
と

に
額

が
変

動
す

る
よ

う
な

手
当

も
含

む
。

手
当

の
名

称
は

、
「処

遇
改

善
手

当
」

等
に

限
る

必
要

は
な

く
、

職
能

手
当

、
資

格
手

当
、

役
職

手
当

、
地

域
手

当
等

の
名

称
で

あ
っ

て
も

差
し

支
え

な
い

。
•

た
だ

し
、

以
下

の
諸

手
当

は
、

新
加

算
等

の
算

定
、

賃
金

改
善

の
対

象
と

な
る

「賃
金

」
に

は
含

め
て

差
し

支
え

な
い

が
、

「決
ま

っ
て

毎
月

支
払

わ
れ

る
手

当
」

に
は

含
ま

れ
な

い
。

一
月

ご
と

に
支

払
わ

れ
る

か
否

か
が

変
動

す
る

よ
う

な
手

当
一

労
働

と
直

接
的

な
関

係
が

薄
く

、
当

該
労

働
者

の
個

人
的

事
情

に
よ

り
支

給
さ

れ
る

手
当

（
通

勤
手

当
、

扶
養

手
当

等
）

•新
加

算
等

を
用

い
て

行
う

賃
金

改
善

に
お

け
る

職
種

間
の

賃
金

問
1

-
4

時
給

や
日

給
を

引
き

上
げ

る
こ

と
は

、
基

本
給

等
の

引
上

げ
に

当
た

る
か

。
配

分
に

つ
い

て
は

、
介

護
職

員
へ

の
配

分
を

基
本

と
し

、
特

（
答

）
に

経
験

・

技
能

の
あ

る
介

護
職

員
（

介
護

福
祉

士
で

あ
っ

・

基
本

給
が

時
給

制
の

職
員

に
つ

い
て

そ
の

時
給

を
引

き
上

げ
る

こ
と

や
、

基
本

給
が

日
給

制
の

職
員

に
つ

い
て

そ
の

日
給

を
引

き
上

げ
る

こ
と

は
、

新
加

算
等

の
算

定
に

当
た

り
、

基
本

て
、

経
験

・
技

能
を

有
す

る
介

護
職

員
と

認
め

ら
れ

る
者

を
い

給
の

引
上

げ
と

し
て

取
り

扱
っ

て
差

し
支

え
な

い
。

ま
た

、
時

給
や

日
給

へ
の

上
乗

せ
の

形
で

支
給

さ
れ

る
手

当
に

つ
い

て
は

、
「決

ま
っ

て
毎

月
支

払
わ

れ
る

手
当

」
と

同
等

の
も

の
と

う
。

具
体

的
に

は
、

介
護

福
祉

士
の

資
格

を
有

す
る

と
と

も
取

り
扱

っ
て

差
し

支
え

な
い

。
に

、
所

属
す

る
法

人
等

に
お

け
る

勤
続

年
数

10
年

以
上

の

20



介
護

職
員

を
基

本
と

し
つ

つ
、

他
の

法
人

に
お

け
る

経
験

や
、

当
該

職
員

の
業

務
や

技
能

等
を

踏
ま

え
、

各
事

業
者

の
裁

量
で

設
定

す
る

こ
と

と
す

る
。

以
下

同
じ

。
）

に
重

点
的

に
配

分
す

る
こ

と
と

す
る

が
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

の
判

断
に

よ
り

、
介

護
職

員
以

外
の

職
種

へ
の

配
分

も
含

め
、

事
業

所
内

で
柔

軟
な

配
分

を
認

め
る

こ
と

と
す

る
。

問
1

-5
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
及

び
職

場
環

境
等

要
件

を
満

た
す

た
め

に
取

り
組

む
費

用
に

つ
い

て
、

賃
金

改
善

額
に

含
め

て
も

よ
い

か。
（答

）
•

新
加

算
等

の
取

扱
い

に
お

け
る

「
賃

金
改

善
」

と
は

賃
金

の
改

善
を

い
う

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
い

て
は

、
新

加
算

等
の

算
定

に
当

た
り

、
賃

金
改

善
額

に
含

め
て

は
な

ら
な

い
。

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
要

件
及

び
職

場
環

境
等

要
件

を
満

た
す

た
め

に
取

り
組

む
費

用
に

つ

問
1

-6
最

低
賃

金
を

満
た

し
て

い
る

の
か

を
計

算
す

る
に

あ
た

っ
て

は
、

新
加

算
等

に
よ

り
得

た
加

算
額

を
最

低
賃

金
額

と
比

較
す

る
賃

金
に

含
め

る
こ

と
と

な
る

の
か

。
（答

）
•

 た
だ

し
、

例
え

ば
、

一
部

の
職

員
に

加
算

を
原

資
と

す
る

賃
金
1·

新
加

算
等

の
加

算
額

が
、

臨
時

に
支

払
わ

れ
る

賃
金

や
賞

与
等

と
し

て
支

払
わ

れ
て

お
改

善
を

集
中

さ
せ

る
こ

と
や

、
同

一
法

人
内

の
一

部
の

事
業

所
は

、
当

該
加

算
額

を
最

低
賃

金
額

と
比

較
す

る
賃

金
に

含
め

る
こ

と
ら

ず
、

予
定

し
得

る
通

常
の

賃
金

と
し

て
、

毎
月

労
働

者
に

支
払

わ
れ

て
い

る
よ

う
な

場
合

に

の
み

に
賃

金
改

善
を

集
中

さ
せ

る
こ

と
な

ど
、

職
務

の
内

容
や

と
が

望
ま

し
い

。
と

な
る

が
、

新
加

算
等

の
目

的
等

を
踏

ま
え

、
最

低
賃

金
を

満
た

し
た

上
で

、
賃

金
の

引
上

げ
を

行
っ

て
い

た
だ

く
こ

勤
務

の
実

態
に

見
合

わ
な

い
著

し
く

偏
っ

た
配

分
は

行
わ

な
い

こ
と

。

•
 な

お
、

令
和

6
年

4
月

及
び

5
月

に
旧

処
遇

改
善

加
算

及
び

旧
特

定
加

算
を

算
定

す
る

場
合

に
も

、
「

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
等

の
一

部
を

改
正

す
る

告
示

」
（

令
和

6
年

厚
生

労
働

省
告

示
第

8
6

号
）

第
53

条
に

よ
る

改
正

後
の

「
厚

生
労

働
大

臣
が

定
め

る
基

準
」

（
以

下
「

令
和

6
年

4
月

大
臣

基
準

告
示

」
と

い
う

。
）

第
4

号
イ

(1
)及

び
第

4
号

の
2

イ
(1

)等
の

規
定

に
基

づ
き

、
・介

護
職

員
以

外
へ

の
柔

軟
な

配
分

を
認

め
る

。

問
1

-7
賃

金
改

善
額

に
含

ま
れ

る
法

定
福

利
費

等
の

範
囲

に
つ

い
て

（答
）

・
賃

金
改

善
額

に
は

次
の

額
を

含
む

も
の

と
す

る
。

一
法

定
福

利
費

（
健

康
保

険
料

、
介

護
保

険
料

、
厚

生
年

金
保

険
料

、
児

童
手

当
拠

出
金

、
雇

用
保

険
料

、
労

災
保

険
料

等
）

に
お

け
る

、
新

加
算

等
に

よ
る

賃
金

改
善

分
に

応
じ

て
増

加
し

た
事

業
主

負
担

分
一

法
人

事
業

税
に

お
け

る
新

加
算

等
に

よ
る

賃
金

上
昇

分
に

応
じ

た
外

形
標

準
課

税
の

付
加

価
値

額
増

加
分

•
ま

た
、

法
定

福
利

費
等

の
計

算
に

当
た

っ
て

は
、

合
理

的
な

方
法

に
基

づ
く

概
算

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
な

お
、

任
意

加
入

と
さ

れ
て

い
る

制
度

に
係

る
増

加
分

（
例

え
ば

、
退

職
手

当
共

済
制

度
等

に
お

け
る

掛
金

等
）

は
含

ま
な

い
も

の
と

す
る

。

問
1

-8
-1

賃
金

改
善

実
施

期
間

の
設

定
に

つ
い

て
（

答
）

，
・

賃
金

改
善

の
実

施
月

（
以

下
「

支
給

時
期

」
と

い
う

。
）

に
つ

い
て

は
、

必
ず

し
も

算
定

対
象

月
と

同
ー

で
は

な
く

て
も

差
し

支
え

な
い

が
、

例
え

ば
、

次
の

い
ず

れ
か

の
パ

タ
ー

ン
の

_, 中
か

ら
、

事
業

者
が

任
意

に
選

択
す

る
こ

と
と

す
る

。
な

お
、

配
分

の
あ

り
方

に
つ

い
て

予
め

労
使

の
合

意
を

得
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

（
例

：
6

月
に

算
定

す
る

新
加

算
の

配
分

に
つ

い
て

）
①

 6
月

の
労

働
時

間
に

基
づ

き
、

6
月

中
に

見
込

額
で

職
員

に
支

払
う

パ
タ

ー
ン

②
 6

月
の

労
働

時
間

に
基

づ
き

、
7

月
中

に
職

員
に

支
払

う
パ

タ
ー

ン
③

 6
月

サ
ー

ビ
ス

提
供

分
の

介
護

報
酬

が
、

7
月

の
国

保
連

の
審

査
を

経
て

、
8

月
に

各
事

業
所

に
振

り
込

ま
れ

る
た

め
、

8
月

中
に

職
員

に
支

払
う

パ
タ

ー
ン

問
1

-8
-2

旧
3

加
算

及
び

令
和

6
年

2
月か

ら
の

補
助

金
（

以
下

「補
助

金
」

と
い

う
。

）
の

支
給

時
期

と
、

新
加

算
の

支
給

時
期

を
変

更
さ

せ
る

場
合

の
取

扱
い

如
何。

ま
た

、
旧

3
加

算
及

び
補

助
金

の
そ

れ
ぞ

れ
で

支
給

時
期

が
異

な
る

場
合

で
あ

っ
て

、
新

加
算

へ
の

移
行

に
当

た
り

支
給

時
期

を
揃

え
た

い
場

合
の

取
扱

い
如

何。
(3

)令
和

7
年

度
の

更
な

る
ベ

ー
ス

ア
ッ

プ
に

つ
な

げ
る

た
め

の
（

答
）

工
夫

・
問

1
-

8
-

1
で

例
示

し
た

よ
う

に
、

加
算

の
算

定
対

象
月

と
実

際
の

賃
金

改
善

の
実

施
月

（
支

給
時

期
）

に
は

、
当

月
払

い
、

1
か

月
遅

れ
で

の
支

給
、

2
か

月
遅

れ
で

の
支

給
等

の
パ

タ
ー

ン
が

存
在

す
る

。
．令

和
6

年
度

介
護

報
酬

改
定

に
お

い
て

は
、

介
護

職
員

の
処

遇
・

令
和

6
年

6
月

の
旧

3
加

算
及

び
補

助
金

か
ら

新
加

算
へ

の
移

行
に

際
し

、
支

給
時

期
を

変
更

す
る

場
合

、
移

行
前

と
移

行
後

の
支

給
時

期
の

パ
タ

ー
ン

に
よ

っ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
以

下
の

改
善

分
の

改
定

率
+

O.
98

%
. を

活
用

し
、

新
加

算
の

加
算

率
の

と
お

り
対

応
が

必
要

で
あ

る
た

め
、

留
意

す
る

こ
と

。
引

上
げ

を
行

う
。

. 
• 

<
パ

タ
ー

ン
①

＞
•

 そ
の

際
、

介
護

現
場

で
働

く
方

々
に

と
っ

て
、

令
和

6
年

度
に

・
旧

3
加

算
及

び
補

助
金

に
よ

る
賃

金
改

善
を

2
か

月
遅

れ
で

実
施

、
新

加
算

に
よ

る
賃

金
改

善
を

当
月

払
い

で
実

施
(

2
か

月
遅

れ
⇒

1
か

月
遅

れ
、

1
か

月
遅

れ
⇒

当
月

払
い

等
も

同
2.

5%
、

令
和

7
年

度
に

2.
0%

の
ベ

ー
ス

ア
ッ

プ
ヘ

と
つ

な
が

様
）

る
よ

う
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

の
判

断
に

よ
り

、
令

和
6

⇒
 以

下
の

例
の

と
お

り
、

二
重

線
で

囲
ん

だ
部

分
は

旧
3

加
算

と
新

加
算

が
二

重
に

支
払

わ
れ

る
「

重
複

期
間

」
と

な
る

が
、

新
加

算
等

の
加

算
額

の
合

計
以

上
の

賃
金

改
善

を
行

っ
て

い
年

度
に

令
和

5
年

度
と

比
較

し
て

増
加

し
た

加
算

額
の

一
部

を
れ

ば
、

「
重

複
期

間
」

が
生

じ
る

こ
と

自
体

は
差

し
支

え
な

い
。

令
和

7
年

度
に

繰
り

越
し

た
上

で
令

和
7

年
度

分
の

賃
金

改
善

そ
の

際
、

「
重

複
期

間
」

の
賃

金
改

善
の

方
法

と
し

て
、

「
重

複
期

間
」

の
み

基
本

給
等

の
額

を
引

き
上

げ
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

場
合

は
、

重
複

期
間

の
賃

金
改

善
に

つ
い

て
、

一
時

金
に

充
て

る
こ

と
を

認
め

る
こ

と
と

し
、

令
和

6
年

度
分

の
加

算
を

活
用

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

の
算

定
額

の
全

額
を

令
和

6
年

度
分

の
賃

金
改

善
に

充
て

る
こ

例
え

ば
、

以
下

の
例

の
場

合
、令

和
6

年
6

·
7

月
に

は
、

4
·

5
月

分
の

旧
3

加
算

と
6

·
7

月
分

の
新

加
算

を
原

資
と

す
る

賃
金

改
善

（
計

4
か

月
分

）
が

必
要

と
な

る
が

、
6

. 
と

は
求

め
な

い
。

7
月

分
の

新
加

算
を

原
資

と
す

る
賃

金
改

善
は

基
本

給
等

（
当

月
払

い
）

に
よ

り
行

い
、

そ
れ

に
上

乗
せ

し
て

、
4

·
5

月
分

の
旧

3
加

算
を

原
資

と
す

る
賃

金
改

善
を

一
時

金
に

よ
り

行
•

 そ
の

際
、

令
和

7
年

度
の

賃
金

改
善

の
原

資
と

し
て

繰
り

越
す

う
こ

と
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

【Q
Aに

例
示

あ
り

】
額

（
以

下
「

繰
越

額
」

と
い

う
。

）
の

上
限

は
、

令
和

6
年

度
く

パ
タ

ー
ン

②
＞

に
、

仮
に

令
和

5
年

度
末

（
令

和
6

年
3

月
）

時
点

で
算

定
し

・
旧

3
加

算
及

び
補

助
金

に
よ

る
賃

金
改

善
を

当
月

払
い

で
実

施
、

新
加

算
に

よ
る

賃
金

改
善

を
2

か
月

遅
れ

で
実

施
⇒

以
下

の
例

の
と

お
り

、
二

重
線

で
囲

ん
だ

部
分

は
旧

3
加

算
と

て
い

た
旧

3
加

算
を

継
続

し
て

算
定

す
る

場
合

に
見

込
ま

れ
る

新
加

算
が

と
も

に
支

払
わ

れ
な

い
「

空
白

期
間

」
と

な
る

が
、

旧
3

加
算

及
び

新
加

算
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
．加

算
額

以
上

の
賃

金
改

善
を

行
う

と
い

う
要

件
を

満
た

し
て

い
る

の
で

あ
加

算
額

と
、

令
和

6
年

度
の

新
加

算
等

の
加

算
額

（
処

遇
改

善
れ

ば
、

加
算

の
配

分
方

法
と

し
て

は
差

し
支

え
な

い
。

計
画

書
に

お
い

て
は

加
算

の
見

込
額

を
い

う
。

）
を

比
較

し
て

た
だ

し
、

賃
金

改
善

に
空

白
期

間
が

生
じ

る
こ

と
は

、
職

員
に

と
っ

て
は

賃
金

の
引

下
げ

（
不

利
益

変
更

）
に

当
た

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

事
業

者
に

よ
る

一
方

的
な

変
更

は
で

き
増

加
し

た
額

と
す

る
。

な
い

。
賃

金
改

善
に

空
白

期
間

を
設

け
る

こ
と

に
つ

い
て

、
合

理
的

な
理

由
に

基
づ

き
適

切
に

労
使

の
合

意
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

空
白

期
間

を
設

け
る

こ
と

に
つ

い
て

合
意

が
得

ら
れ

な
・

繰
越

額
に

つ
い

て
は

、
全

額
を

令
和

7
年

度
の

更
な

る
賃

金
改

い
場

合
、

加
算

を
原

資
と

し
な

い
独

自
の

賃
金

改
善

に
よ

り
、

賃
金

水
準

の
維

持
が

必
要

に
な

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【Q
Aに

例
示

あ
り

】
善

に
充

て
る

こ
と

に
つ

い
て

、
別

紙様
式

2
_: 

1
及

び
別

紙様
く

（
参

考
）

パ
タ

ー
ン

③
＞

式
3

-
1

に
お

い
て

誓
約

し
た

上
で

、
令

和
7

年
度

の
処

遇
改

•
 旧

3
加

算
及

び
補

助
金

に
よ

る
賃

金
改

善
を

2
か

月
遅

れ
で

実
施

、
新

加
算

も
同

様
善

計
画

書
・

実
績

報
告

書
に

お
い

て
、

当
該

繰
越

額
を

用
い

た
⇒

 以
下

の
例

の
と

お
り

、
支

給
時

期
に

つ
い

て
「 重

複
期

間
」

も
「

空
白

期
間

」
も

生
じ

な
い

こ
と

か
ら

、
問

題
は

生
じ

な
い

。
（

当
月

払
い

⇒
当

月
払

い
、

1
か

月
遅

れ
⇒

1
か

月
遅

れ
賃

金
改

善
の

計
画

・
報

告
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

と
す

る
。

等
も

同
様

）
【Q

Aに
例

示
あ

り
】

•
 た

だ
し

、
令

和
7

年
度

の
賃

金
改

善
実

施
期

間
の

終
わ

り
ま

で
く

組
み

合
わ

せ
の

例
＞

に
事

業
所

等
が

休
止

又
は

廃
止

と
な

っ
た

場
合

に
は

、
そ

の
時

・
旧

3
加

算
及

び
補

助
金

の
そ

れ
ぞ

れ
で

支
給

時
期

が
異

な
る

場
合

で
あ

っ
て

、
新

加
算

へ
の

移
行

に
当

た
り

そ
れ

ぞ
れ

の
支

給
時

期
を

揃
え

た
い

場
合

の
取

扱
い

に
つ

い
て

は
、

上
記

の
点

で
、

当
該

繰
越

分
の

残
額

を
、

一
時

金
等

に
よ

り
、

全
額

、
3

パ
タ

ー
ン

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

り
対

応
す

る
。

職
員

に
配

分
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
す

る
。

⇒
 以

下
の

例
の

と
お

り
、

処
遇

加
算

•
特

定
加

算
は

当
月

払
い

、
ベ

ア
加

算
、 ・

補
助

金
は

2
か

月
遅

れ
で

の
賃

金
改

善
の

実
施

と
し

て
い

た
状

態
か

ら
、

新
加

算
へ

の
移

行
に

伴
い

、
1

か
月

遅
れ

で
の

賃
金

改
善

と
す

る
場

合
、

二
重

線
で

囲
ん

だ
と

お
り

、
「

空
白

期
間

」
と

「
重

複
期

間
」

が
そ

れ
ぞ

れ
生

じ
る

。
こ

の
場

合
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

、
そ

れ
ぞ

れ
上

記
の

パ
38
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タ
ー

ン
①

と
パ

タ
ー

ン
②

を
参

照
す

る
こ

と
。

【Q
Aに

例
示

あ
り

】

問
1

-
8

-
3

支
給

時
期

の
見

直
し

に
伴

う
「

重
複

期
間

」
の

賃
金

改
善

の
方

法
と

し
て

、
基

本
給

等
で

は
な

く
一

時
金

を
活

用
し

て
行

っ
た

場
合

で
あ

れ
ば

、
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

等
加

算
の

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
要

件
（

賃
金

改
善

額
の

3
分の

2
以

上
を

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
に

よ
り

改
善

）を
満

た
す

こ
と

が
で

き
な

く
て

も
問

題
な

い
か

。
（

竿
）

弓
旦

・
只

見
の

と
お

り
。

・
問

1
-

8
-

2
く

パ
タ

ー

ン
①

＞
の

場
合

に
つ

い
て

、
令

和
6

年
4

·
5

月
分

に
つ

い
て

は
、

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

等
要

件
を

満
た

す
こ

と
が

で
き

な
く

て
も

差
し

支
え

な
い

。
，

問
1

-
8

-
4

賃
金

改
善

を
2

か
月

遅
れ

で
行

っ
て

い
る

事
業

所
が

廃
止

に
な

っ
た

場
合

、
最

終
月

の
支

払
で

3
か月

分
の

賃
金

改
善

を
行

う
必

要
が

あ
る

か
（答

）
・

通
常

の
賃

金
改

善
の

実
施

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

関
わ

ら
ず

、
最

終
の

賃
金

の
支

払
ま

で
に

、
加

算
額

以
上

の
賃

金
改

善
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

例
え

ば
、

2
か

月
遅

れ
で

賃
金

改
善

を
実

施
し

て
い

た
事

業
所

が
令

和
6

年
5

月
で

廃
止

に
な

る
場

合
、

5
月

に
3

~
5

月
分

の
3

か
月

分
の

賃
金

改
善

を
行

う
必

要
が

あ
る

（
一

時
金

に
よ

る
精

算
で

可
。

）
。

加
算

額
以

上
の

賃
金

改
善

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

、
賃

金
改

善
を

行
え

な
か

っ
た

月
の

加
算

は
返

還
の

対
象

と
な

る
。

賃
金

改
善

実
施

月

何
月

分
の

賃
金

改
善

か

令
和

6年
3

月

1月
分

4月 2月
分

5
月

3月
分

•4
月

分
•5

月
分

問
1

-
9

実
績

報
告

に
お

い
て

賃
金

改
善

額
が

新
加

算
等

の
加

算
額

を
下

回
っ

た
場

合
、

加
算

額
を

返
還

す
る

必
要

が
あ

る
の

か
。

（
答

）
• 

新
加

算
等

の
算

定
要

件
は

、
賃

金
改

善
額

が
加

算
額

以
上

と
な

る
こ

と
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
賃

金
改

善
額

が
加

算
額

を
下

回
っ

た
場

合
、

算
定

要
件

を
満

た
さ

な
い

も
の

と
し

て
、

加
算

の
返

還
の

対
象

と
な

る
。

• 
た

だ
し

、
不

足
す

る
部

分
の

賃
金

改
善

を
賞

与
等

の
一

時
金

と
し

て
介

護
職

員
等

に
追

加
的

に
配

分
す

る
こ

と
で

、
返

還
を

求
め

な
い

取
扱

い
と

し
て

も
差

し
支

え
な

い
。

問
1

-
10

 「
令

和
6

年
度

に
2.

5%
、

令
和

7
年

度
に

2.
0%

の
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

」
は

処
遇

改
善

加
算

の
算

定
要

件
で

は
な

く
、

各
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

所
・

施
設

等
で

目
指

す
べ

き
目

標
と

い
う

こ
と

か
。

（
答

）
・

貴
見

の
と

お
り

、
今

般
の

報
酬

改
定

に
よ

る
加

算
措

置
の

活
用

や
、

賃
上

げ
促

進
税

制
の

活
用

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
令

和
6

年
度

に
+

2.
5%、

令
和

7
年

度
に

+
2.

0
%の

ベ
ー

ス
ア

ッ
プ

を
実

現
い

た
だ

き
た

い
。

• 
な

お
、

新
加

算
の

加
算

額
に

つ
い

て
は

、
令

和
6

·
7

年
度

の
2

か
年

で
全

額
が

賃
金

改
善

に
充

て
ら

れ
て

い
れ

ば
よ

い
こ

と
と

し
て

い
る

。
令

和
6

年
度

に
措

置
さ

れ
て

い
る

加
算

額
に

は
令

和
7

年
度

の
ベ

ー

ス
ア

ッ
プ

に
充

当
す

る
分

の
一

部
が

含
ま

れ
て

い
る

と
こ

ろ
、

こ
の

令
和

7
年

度
分

の
一

部
を

前
倒

し
し

て
本

来
の

令
和

6
年

度
分

と
併

せ
て

令
和

6
年

度
の

賃
金

改
善

に
充

て
る

こ
と

や
、

令
和

6
年

度
の

加
算

額
の

一

部
を

、令
和

7
年

度
に

繰
り

越
し

て
賃

金
改

善
に

充
で

る
こ

と
も

可
能

で
あ

る
。

問
1

-
11

繰
り

越
し

を
行

う
場

合
、

労
使

合
意

は
必

要
か

。
（答

）
．

繰
り

越
し

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
、

予
め

労
使

の
合

意
を

得
る

よ
う

努
め

る
こ

と
。

問
1

-
12

社
会

福
祉

法
人

に
お

い
て

繰
り

越
し

を
行

う
場

合
、

会
計

上
、

繰
越

金
を

ど
の

よ
う

に
取

り
扱

え
ば

よ
い

か
。

（
答

）
ダ•

新
加

算
等

の
加

算
額

の
一

部
を

令
和

7
年

度
に

繰
り

越
し

た
上

で
令

和
7

年
度

分
の

賃
金

改
善

に
充

て
る

場
合

、
当

該
加

算
額

の
一

部
は

、
令

和
7

年
度

分
の

賃
金

改
善

に
充

て
る

資
金

,,
と

し
て

、
会

計
上

、
積

立
金

に
計

上
す

る
こ

と
が

で
き

る
（

「
社

会
福

祉
法

人
会

計
基

準
の

制
定

に
伴

う
会

計
処

理
等

に
関

す
る

運
用

上
の

取
扱

い
に

つ
い

て
」

（
平

成
28

年
3

月
31

日
付

雇
児

発
033

1
第

1
5号

、
社

援
発

033
1

第3
9

号
、

老
発

033
1

第
4

5号
、

厚
生

労
働

省
雇

用
均

等
・

児
童

家
庭

局
長

、
社

会
・

援
護

局
長

、
老

健
局

長
連

名
通

知
）

の
19

積
立

金
と

積
立

資
産

に
つ

い
て

参
照

）
。

積
立

金
を

計
上

す
る

際
は

、
他

の
積

立
金

と
は

分
け

、
積

立
て

の
目

的
を

示
す

名
称

を
付

す
こ

と
が

望
ま

し
い

。
•

な
お

、
介

護
報

酬
に

か
か

る
会

計
処

理
は

、
こ

れ
ま

で
と

同
様

に
取

り
扱

わ
れ

た
い

。
し

た
が

っ
て

、
令

和
6

年
度

の
新

加
算

等
の

加
算

額
の

う
ち

、
令

和
7

年
度

に
繰

り
越

し
た

上
で

令
和

7
年

度
分

の
賃

金
改

善
に

充
て

る
部

分
に

つ
い

て
も

、
令

和
6

年
度

の
加

算
の

算
定

対
象

月
の

収
益

と
し

て
計

上
す

る
こ

と
と

な
る

。

問
1

-
13

算
定

対
象

月
が

令
和

6
年

度
中

で
あ

っ
て

も
、

賃
金

改
善

を
実

施
し

た
期

間
が

令
和

7
年

度
と

な
っ

た
場

合
、

当
該

賃
金

改
善

の
原

資
と

し
た

加
算

の
額

は
「

令
和

7
年

度
へ

の
繰

越
分

」
に

含
め

る
の

か
。

（
答

）
・

賃
金

改
善

の
実

施
に

つ
い

て
、

例
え

ば
、

新
加

算
に

よ
る

賃
金

改
善

を
2

か
月

遅
れ

で
実

施
す

る
場

合
、

令
和

7
年

3
月

分
の

加
算

額
が

職
員

に
配

分
さ

れ
る

の
は

、
令

和
7

年
5

月
と

な
る

。
こ

の
場

合
、

賃
金

改
善

を
実

施
し

た
期

間
の

一

部
が

令
和

7
年

度
に

掛
か

る
こ

と
に

な
る

が
、

あ
く

ま
で

令
和

6
年

度
分

の
通

常
の

加
算

の
配

分
に

含
ま

れ
る

た
め

、
当

該
賃

金
改

善
の

原
資

と
し

た
加

算
の

額
は

、
「

令
和

7
年

度
へ

の
繰

越
分

」
に

含
め

な
い

。
• 

一

方
、

令
和

6
年

度
分

の
加

算
を

、
通

常
で

令
和

7
年

度
分

の
加

算
の

賃
金

改
善

を
行

う
期

間
の

賃
金

改
善

に
充

て
た

場
合

に
は

、
「

令
和

7
年

度
へ

の
繰

越
分

」
に

該
当

す
る

。
例

え
ば

、
通

常
2

ヵ
月

遅
れ

で
賃

金
改

善
を

行
っ

て
い

る
場

合
、

令
和

7
年

6
月

以
降

に
行

う
賃

金
改

善
は

、
令

和
7

年
度

分
の

加
算

に
よ

る
賃

金
改

善
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
令

和
6

年
度

分
の

加
算

に
よ

る
賃

金
改

善
を

令
和

7
年

6
月

以
降

に
行

う
場

合
は

、
当

該
加

算
の

額
は

「
令

和
7

年
度

へ
の

繰
越

分
」

に
含

ま
れ

る
。

•
た

だ
し

、
何

月
に

実
施

し
た

賃
金

改
善

か
ら

「
令

和
7

年
度

へ
の

繰
越

分
」

に
含

め
る

か
は

、
事

業
所

の
通

常
の

加
算

の
支

給
時

期
に

応
じ

て
異

な
る

た
め

、
個

別
に

判
断

す
る

こ
と

。

問
1

-
14

通
知

上
、

「
令

和
7

年
度

の
賃

金
改

善
実

施
期

間
の

終
わ

り
ま

で
に

事
業

所
等

が
休

止
又

は
廃

止
と

な
っ

た
場

合
に

は
、

そ
の

時
点

で
、

当
該

繰
越

分
の

残
額

を
、

一

時
金

等
に

よ
り

、
全

額
、

職
員

に
配

分
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

と
す

る
。

」
と

さ
れ

て
い

る
が

、
あ

る
事

業
所

が
休

止
又

は
廃

止
に

な
っ

た
場

合
に

、
同

一

法
人

内
の

他
の

事
業

所
の

職
員

に
対

し
「

令
和

7
年

度
の

繰
越

分
」

を
用

い
た

賃
金

改
善

を
行

っ
て

よ
い

か
。

22



（
答）

・
一

時
金

等
に

よ
り

、
休

止
又

は
廃

止
と

な
っ

た
事

業
所

の
職

員
に

配
分

す
る

こ
と

を
基

本
と

す
る

が
、

新
加

算
等

を
一

括
し

て
申

請
す

る
同

一

法
人

内
の

事
業

所
の

職
員

に
限

り
、

「令
和

7
年

度
の

繰
越

分
」

を
用

い
た

賃
金

改
善

の
対

象
と

し
て

も
よ

い
。

問
1

-
15

賃
金

改
善

の
方

法
に

つ
い

て
、

労
使

で
事

前
に

協
議

す
る

必
要

は
あ

る
か

。
（

答）
・

/
 

I
•

 処
遇

改
善

計
画

書
の

内
容

及
び

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

要
件

I
~
 
Ill

を
満

た
す

こ
と

の
書

類
に

つ
い

て
は

全
て

の
介

護
職

員
に

周
知

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

が
、

万
が

一
就

業
規

則
の

不
利

益
変

更
に

当
た

る
よ

う
な

場
合

に
あ

っ
て

は
、合

理
的

な
理

由
に

基
づ

き
、

適
切

に
労

使
の

合
意

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

問
1

-
16

事
業

悪
化

等
に

よ
り

、
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

る
こ

と
は

可
能

か
。

（答
）

・
サ

ー

ビ
ス

利
用

者
数

の
大

幅
な

減
少

な
ど

に
よ

る
経

営
の

悪
化

等
に

よ
り

、
事

業
の

継
続

が
著

し
く

困
難

で
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
な

ど
の

理
由

が
あ

っ
て

も
、

賃
金

水
準

を
引

き
下

げ
る

場
合

に
は

、
合

理
的

な
理

由
に

基
づ

き
適

切
に

労
使

の
合

意
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

• 
ま

た
、

賞
与

等
に

お
い

て
、

経
常

利
益

等
の

業
績

に
連

動
し

て
支

払
額

が
変

動
す

る
部

分
が

業
績

に
応

じ
て

変
動

す
る

こ
と

を
妨

げ
る

も
の

で
は

な
い

が
、

新
加

算
等

に
係

る
賃

金
改

善
は

、
こ

う
し

た
変

動
と

明
確

に
区

分
さ

れ
て

い
る

必
要

が
あ

る
。

問
1

-
17

基
本

給
は

改
善

し
て

い
る

が
、

賞
与

を
引

き
下

げ
る

こ
と

で
、

あ
ら

か
じ

め
設

定
し

た
賃

金
改

善
実

施
期

間
の

介
護

職
員

の
賃

金
が

引
き

下
げ

ら
れ

た
場

合
の

取
扱

い
は

ど
う

な
る

の
か

。そ
の

際
に

は
、

ど
の

よ
う

な
資

料
の

提
出

が
必

要
と

な
る

の
か

。
（

答） • 
新

加
算

を
用

い
て

賃
金

改
善

を
行

う
た

め
に

一

部
の

賃
金

項
目

を
引

き
上

げ
た

場
合

で
あ

っ
て

も
、

事
業

の
継

続
を

図
る

た
め

に
、

賃
金

全
体

と
し

て
、

賃
金

の
高

さ
の

水
準

が
引

き
下

げ
ら

れ
た

場
合

に
つ

い
て

は
、

特
別

事
情

届
出

書
を

提
出

す
る

必
要

が
あ

る
。た

だ
し

、
賃

金
全

体
の

水
準

が
引

き
下

げ
ら

れ
で

い
な

け
れ

ば
、

個
々

の
賃

金
項

目
の

水
準

が
低

下
し

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
特

別
事

情
届

出
書

を
提

出
す

る
必

要
は

な
い

。
• 

特
別

事
情

届
出

書
を

提
出

す
る

場
合

に
は

、
以

下
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

ー
処

遇
改

善
加

算
を

取
得

し
て

い
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

の
法

人
の

収
支

（
介

護
事

業
に

よ
る

収
支

に
限

る
。）

に
つ

い
て

、
サ

ー

ビ
ス

利
用

者
数

の
大

幅
な

減
少

等
に

よ
り

経
営

が
悪

化
し

、
一

定
期

間
に

わ
た

っ
て

収
支

が
赤

字
で

あ
る

、
資

金
繰

り
に

支
障

が
生

じ
る

等
の

状
況

に
あ

る
こ

と
を

示
す

内
容

・
介

護
職

員
の

賃
金

水
準

の
引

下
げ

の
内

容
一

当
該

法
人

の
経

営
及

び
介

護
職

員
の

賃
金

水
準

の
改

善
の

見
込

み
・

介
護

職
員

の
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

適
切

に
労

使
の

合
意

を
得

て
い

る
こ

と
等

の
必

要
な

手
続

き
を

付
っ

た
旨

• 
な

お
、

介
護

職
員

の
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

た
後

、
そ

の
要

因
で

あ
る

特
別

な
状

況
が

改
善

し
た

場
合

に
は

、可
能

な
限

り
速

や
か

に
介

護
職

員
の

賃
金

水
準

を
引

下
げ

前
の

水
準

に
戻

す
必

要
が

あ
る

。

問
1

-
18

一

部
の

職
員

の
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

た
が

、
一

部
の

職
員

の
賃

金
水

準
を

引
き

上
げ

た
結

果
、

ー

事
業

所
・

施
設

の
職

員
全

体
の

賃
金

水
準

は
低

下
し

て
い

な
い

場
合

、
特

別
事

情
届

出
書

の
提

出
は

し
な

く
て

よ
い

か
。

（
答） • 

一

部
の

職
員

の
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
事

業
所

・
施

設
の

職
員

全
体

の
賃

金
水

準
が

低
下

し
て

い
な

い
場

合
は

、
特

別
事

情
届

出
書

を
提

出
す

る
必

要
は

な
い

。
• 

た
だ

し
、

一

部
の

職
員

の
賃

金
水

準
を

引
き

下
げ

る
こ

と
は

不
利

益
変

更
に

当
た

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

そ
の

よ
う

な
変

更
を

行
う

場
合

に
は

、
合

理
的

な
理

由
に

基
づ

き
適

切
に

労
使

の
合

意
を

得
る

必
要

が
あ

る
。

【
対

象
者

・対
象

事
業

者
】

問
2

-
1

-
1

賃
金

改
善

の
対

象
者

は
ど

の
よ

う
（

答） • 
新

加
算

等
の

各
事

業
所

内
に

お
け

る
配

分
に

つ
い

て
は

、
介

護
職

員
へ

の
配

分
を

基
本

と
し

、
特

に
経

験
・

技
能

の
あ

る
職

員
に

重
点

的
に

配
分

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
事

業
所

内
で

の
柔

軟
な

職
種

間
配

分
を

認
め

る
こ

と
と

す
る

。

問
2

-
1

-
2

新
加

算
等

に
よ

る
賃

金
改

善
以

前
の

賃
金

が
年

額
44

0
万

円
以

上
で

あ
る

職
員

で
あ

っ
て

も
、

新
加

算
等

に
よ

る
賃

金
改

善
の

対
象

に
含

め
る

こ
と

は
可

能
か

。
（

答）
・

旧
特

定
加

算
に

係
る

従
前

の
取

扱
い

と
異

な
り

、
令

和
6

年
度

以
降

は
、

新
加

算
等

に
よ

る
賃

金
改

善
以

前
の

賃
金

が
年

額
44

0
万

円
以

上
で

あ
る

職
員

で
あ

っ
て

も
、

新
加

算
等

に
よ

る
賃

金
改

善
の

対
象

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

問
2

-
2

E
P

A
に

よ
る

介
護

福
祉

士
候

補
者

及
び

外
国

介
の

技
能

実
習

制
度

に
お

け
る

介
護

職
種

の
技

能
実

習
生

は
、

新
加

算
等

の
対

象
と

な
る

の
か

。
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（
答

）
· 

E
P

A
に

よ
る

介
護

福
祉

士
候

補
者

と
受

入
れ

機
関

と
の

雇
用

契
約

の
要

件
と

し
て

「
日本

人
が

従
事

す
る

場
合

に
受

け
る

報
酬

と
同

等
額

以
上

の
報

酬
を

受
け

る
こ

と
」

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
鑑

み
、

E
P

A
に

よ
る

介
護

福
祉

士
候

補
者

が
従

事
し

て
い

る
場

合
、

新
加

算
等

の
対

象
と

な
る

。
• 

ま
た

、
介

護
職

種
の

技
能

実
習

生
の

待
遇

に
つ

い
て

「
日本

人
が

従
事

す
る

場
合

の
報

酬
の

額
と

同
等

以
上

で
あ

る
こ

と
」

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
鑑

み
、

介
護

職
種

の
技

能
実

習
生

が
従

事
し

て
い

る
場

合
、

新
加

算
等

の
対

象
と

な
る

。
• 

な
お

、
介

護
分

野
の

1
号

特
定

技
能

外
国

人
に

つ
い

て
も

同
様

に
、

新
加

算
等

の
対

象
と

な
る

。

問
2

_-3
介

護
職

員
そ

の
他

の
職

員
が

派
遣

労
働

者
の

場
合

で
あ

っ
て

も
、

新
加

算
等

の
対

象
と

な
る

の
か

。
I

 
(答

）
・

派
遣

労
働

者
で

あ
っ

て
も

、
新

加
算

等
の

対
象

と
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

り
、

賃
金

改
善

を
行

う
方

法
等

に
つ

い
て

派
遣

元
と

相
談

し
た

上
で

、
対

象
と

す
る

派
遣

労
働

者
を

含
め

て
処

遇
改

善
計

画
書

や
実

績
報

告
書

を
作

成
す

る
こ

と
。

そ
の

際
、

新
加

算
等

を
原

資
と

す
る

派
遣

料
等

の
上

乗
せ

が
、

派
遣

元
か

ら
支

払
わ

れ
る

派
遣

職
員

の
給

与
に

上
乗

せ
さ

れ
る

よ
う

、
派

遣
元

と
協

議
す

る
こ

と
。

問
2

-4
-1

在
籍

型
の

出
向

者
、

業
務

委
託

職
員

に
つ

い
て

も
派

遣
職

員
と

同
様

に
考

え
て

よ
い

か
。

（
答

）
・

貴
見

の
と

お
り

。

問
2

-4
-2

外
部

サ
ー

ビ
ス

利
用

型
特

定
施

設
に

お
け

る
委

託
サ

ー

ビ
ス

の
介

護
職

員
そ

の
他

の
職

員
で

あ
っ

て
も

、
新

加
算

等
に

よ
る

賃
金

改
善

の
対

象
に

含
め

る
こ

と
は

可
能

か
。

（
答

）
．

算
定

し
た

介
護

職
員

等
処

遇
改

善
加

算
を

委
託

費
の

上
乗

せ
に

充
て

る
こ

と
で

、
賃

金
改

善
の

対
象

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
• 

そ
の

場
合

は
、

委
託

元
の

計
画

書
・

実績
報

告
書

に
お

い
て

、
委

託
費

の
上

乗
せ

に
充

て
た

こ
と

を
明

ホ
す

る
と

と
も

に
、

委
託

先
の

事
業

所
は

、
委

託
元

か
ら

支
払

わ
れ

た
上

乗
せ

分
を

含
め

た
計

画
書

・
実績

報
告

書
を

作
成

す
る

こ
と

。

問
2

-5
賃

金
改

善
に

当
た

り
、

一
部

の
介

護
職

員
に

賃
金

改
善

を
集

中
さ

せ
る

こ
と

は
可

能
か

。
（

答
）

•
新

加
算

等
の

算
定

要
件

は
、

事
業

所
（

法
人

）
全

体
で

の
賃

金
改

善
に

要
す

る
額

が
加

算
に

よ
る

収
入

以
上

と
な

る
こ

と
で

あ
る

。
•

そ
の

中
で

、
例

え
ば

、
一

部
の

職
員

に
加

算
を

原
資

と
す

る
賃

金
改

善
を

集
中

さ
せ

る
こ

と
や

、
同

一

法
人

内
の

＿

部
の

事
業

所
の

み
に

賃
金

改
善

を
集

中
さ

せ
る

こ
と

な
ど

、
職

務
の

内
容

や
勤

務
の

実
態

に
見

合
わ

な
い

著
し

く
偏

っ
た

配
分

は
行

わ
な

い
こ

と
。

• 
ま

た
、

新
加

算
等

を
算

定
す

る
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

者
等

は
、

当
該

事
業

所
に

お
け

る
賃

金
改

善
を

行
う

方
法

等
に

つ
い

て
職

員
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
介

護
職

員
等

か
ら

新
加

算
等

に
係

る
賃

金
改

善
に

関
す

る
照

会
が

あ
っ

た
場

合
は

、
当

該
職

員
に

つ
い

て
の

賃
金

改
善

の
内

容
に

つ
い

て
、

書
面

を
用

い
る

な
ど

分
か

り
や

す
く

回
答

す
る

こ
と

。

問
2

-6
介

護
サ

ー

ビ
ス

と
障

害
福

祉
サ

ー

ビ
ス

等
を

両
方

実
施

し
て

お
り

、
職

員
が

兼
務

等
を

行
っ

て
い

る
場

合
に

お
け

る
介

護
職

員
そ

の
他

の
職

員
の

賃
金

総
額

は
ど

の
よ

う
に

計
算

す
る

の
か

。
（

答
）

、
・

処
遇

改
善

計
画

書
に

、
職

員
の

賃
金

を
記

載
す

る
に

あ
た

り
、

原
則

、
加

算
の

算
定

対
象

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
に

お
け

る
賃

金
に

つ
い

て
は

、
常

勤
換

算
方

法
に

よ
り

計
算

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

同
一

法
人

に
お

い
て

介
護

サ
ー

ビ
ス

と
障

害
福

祉
サ

ー

ヒ
ス

を
実

施
し

て
お

り
、

兼
務

し
て

い
る

職
員

が
い

る
場

合
に

お
い

て
も

、
介

護
サ

ー

ビ
ス

事
業

所
に

お
け

る
賃

金
に

つ
い

て
、

常
勤

換
算

方
法

に
よ

る
計

算
を

し
、

按
分

し
計

算
す

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

。
•

一

方
で

、
計

算
が

困
難

な
場

合
等

に
お

い
て

は
実

際
に

そ
の

職
員

が
収

入
と

し
て

得
て

い
る

額
で

判
断

し
差

し
支

え
な

い
。

問
2

-7
法

人
本

部
の

人
事

、
事

業
部

等
で

働
く

者
な

ど
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
等

の
う

ち
で

介
護

に
従

事
し

て
い

な
い

職
員

に
つ

い
て

、
新

加
算

等
に

よ
る

賃
金

改
善

の
対

象
に

含
め

る
こ

と
は

可
能

か
。

新
加

算
等

を
算

定
し

て
い

な
い

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

（
加

算
の

対
象

外
サ

ー

ビ
ス

の
事

業
所

等
を

含
む

。
）

及
び

介
護

保
険

以
外

の
サ

ー

ビ
ス

の
事

業
所

等
の

職
員

は
ど

う
か

。
（

答
）

・
法

人
本

部
の

職
員

に
つ

い
て

は
、

新
加

算
等

の
算

定
対

象
と

な
る

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

に
お

け
る

業
務

を
行

っ
て

い
る

と
判

断
で

き
る

場
合

に
は

、
賃

金
改

善
の

対
象

に
含

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
• 

新
加

算
等

を
算

定
し

て
い

な
い

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

（
加

算
の

対
象

外
サ

ー

ビ
ス

の
事

業
所

等
を

含
む

。
）

及
び

介
護

保
険

以
外

の
サ

ー

ビ
ス

の
事

業
所

等
の

職
員

は
、

新
加

算
等

を
原

資
と

す
る

賃
金

改
善

の
対

象
に

含
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

。

24



①
 

忍望笈·只
妥

出典：
厚生労働省介護職員の処遇改善HP
事務担当者向け ・ 詳細説明資料

艮）
（表の見方） 旧3加算の算定状況のうち当てはまる行を見つけ（①）'令和6年度中に算定可能な経過措置区分（新加算V) (②） 

と、新加算I~IVに移行する場合の要件
一
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厚生労働省介謹職員の処遇改善HP
制度概要 ・ 全体説明資料

（参考）介護職員等処遇改善加算の加算率（サービス類型ごと・令和6年度中）

｛参考）令和6年5月までの加算率
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介護職員等処遇改善加算

衷問対応型訪睫介護

｛介護予防）訪諜入浴介護
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介護職員等処遇改善にかかる規定

厚生労働省のHPのほか、介護職員等処遇改善にかかる規定

① 指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準
(p79......_.) 

② 厚生労働大臣が定める基準(P724......_.)

③ 指定居宅サー ビスに要する費用の額の算定に関する基準（訪問通所サー

ビス、居宅療養管理指導及び福祉用具貸与に係る部分）及び指定居宅介
護支援に要する費用の額の 研定に関する基準の制定に伴う実施上の留
意事項について

指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サー

ビス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サー ビス等
に要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項
について

④ 介護職員等処遇改善加算等に関する基本的考え方並びに事務処理手順
及び様式例の提示について
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